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さ よ う な ら 、故 郷 の 家 よ
カタラーニ作曲 歌劇『ワリー』より

4月30日（土）・5月1日（日）

4月29日（金・祝）前日祭

〔会場〕滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 大ホール・小ホール

♪短時間の多彩なコンサートを
　大ホール・小ホールで14公演開催！
♪一流の演奏を気軽にお楽しみいただけます。

滋賀県立芸術劇場 びわ湖ホール
〒520-0806　滋賀県大津市打出浜15-1

〔お問い合わせ・チケット取り扱い〕
びわ湖ホールチケットセンター

詳しくはホームページをご覧ください。　https://festival.biwako-hall.or.jp/　 びわ湖ホール　近江の春 検　索

077-523-7136
（10:00～ 19:00 ／火曜休館、休日の場合は翌日）

チケット
3/19土発売



第
三
十
三
回

琵
琶
湖
夢
街
道

大
近
江
展
開
催
の
お
知
ら
せ

毎
年
恒
例
の
大
近
江
展
、
今
年
は
左
記
の
日
程
で
開
催

予
定
で
す
。
気
軽
に
滋
賀
に
行
き
来
で
き
な
い
日
々
が
続

き
ま
す
が
、
鮒
ず
し
・
近
江
牛
は
じ
め
郷
土
の
旬
の
食
材
・

近
江
の
お
茶
・
地
酒
・
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

食
品
か
ら
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
伝
統
工
芸
品
ま
で
、

厳
選
さ
れ
た
近
江
の
品
々
を
手
に
取
り
、
ぜ
ひ
ふ
る
さ
と

に
思
い
を
馳
せ
て
下
さ
い
。 

日
時
：
令
和
四
年
三
月
二
十
三
日
（
水
）
～

　
　
　

二
十
八
日
（
月
）

　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
七
時
三
十
分 

　
　
　

最
終
日
は
午
後
六
時
閉
場

場
所
：
髙
島
屋
日
本
橋
店
八
階
催
会
場 

主
催
：（
公
社
）び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ほ
か

協
力
：（
一
社
）東
京
滋
賀
県
人
会
ほ
か
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東
京
滋
賀
県

人
会
の
皆
さ
ま

に
は
、
ご
家
族

共
々
お
変
わ
り

な
き
こ
と
と
拝

察
し
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
に
蔓
延
し
て
か
ら
既
に
二
年
以
上

に
な
り
ま
す
が
、
日
本
を
含
む
多
く
の

国
々
で
は
、
未
だ
人
の
移
動
を
伴
う
観

光
業
や
飲
食
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

を
初
め
多
く
の
産
業
が
影
響
を
受
け
、

経
済
活
動
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
世
界
中
の
英
知
を
結
集
し

て
い
く
つ
か
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
、
そ
の
接
種
効
果
が
徐
々
に
顕
わ
れ

て
終
息
す
る
兆
し
が
見
え
た
と
思
っ
た

の
も
つ
か
の
間
、
欧
米
諸
国
に
続
い
て

日
本
で
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
変
異

株
が
急
速
な
感
染
拡
大
を
見
せ
て
お
り

ま
す
。
出
来
る
限
り
多
く
の
国
民
が
三

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
る
と

と
も
に
、
一
方
で
効
果
の
あ
る
治
療
薬

の
開
発
と
投
入
に
よ
る
一
日
も
早
い
コ

ロ
ナ
禍
の
鎮
静
化
と
、
新
た
に
経
済
活

動
が
力
強
く
再
開
し
、
普
通
の
生
活
に

戻
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
日
本
に
と
っ
て
の
最
大
の
国

際
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
京
を
中
心
に

開
催
さ
れ
た
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
一
年
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま

た
無
観
客
試
合
を
含
む
徹
底
し
た
感
染

症
対
策
を
実
施
し
た
中
で
の
開
催
と
い

う
未
曽
有
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
に
よ
り
世
界
中
の
人
々
を
繋

ぎ
、
多
く
の
感
動
と
未
来
へ
の
勇
気
・

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
報
が
出
る
頃
に
は
、
中
国
で

開
催
さ
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
丁
度
閉
幕
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
日
本
人
ア
ス

リ
ー
ト
が
冬
季
大
会
で
も
活
躍
し
、
冬

の
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
で
は
の
熱
気
と
喜
び

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
県
人
会
活
動
も
昨

年
度
と
同
様
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
相
当
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
従
来
通
り
「
こ
こ
滋
賀
」
等

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
の

開
催
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
同

様
、
甲
賀
市
と
は
歌
舞
伎
座
、
こ
こ
滋

賀
そ
し
て
銀
座
メ
ル
サ
な
ど
で
色
々
な

企
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
ま
た

長
浜
市
と
も
、
本
年
度
か
ら
東
京
観
音

堂
の
設
置
や
講
演
、
秋
の
石
田
三
成
展

な
ど
の
企
画
に
つ
い
て
ご
協
力
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
特
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
の

は
、
会
報
と
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
で
す
。
県
人
会
活
動
の
ご
紹
介
、
ふ

る
里
滋
賀
の
各
市
長
や
町
長
さ
ま
と
の

面
談
、甲
賀
市
と
長
浜
市
の
企
画
紹
介
、

歌
舞
伎
座
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
、
ふ
る
里

の
様
々
な
風
景
や
ス
ポ
ッ
ト
、
更
に
滋

賀
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
多
く
の
方
々
か

ら
の
興
味
深
い
投
稿
記
事
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
会
報
は
、
春
と
秋
の
年
二

回
の
発
行
で
す
が
、
更
に
年
頭
な
ど
に

特
別
号
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
会
報
の
発
行
に
連
携
し
て
そ
の
都

度
新
し
い
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
会
員
の
皆
さ
ま
や
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
皆
さ
ま
と

の
交
流
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
ふ
る
里
滋
賀
と
東
京
滋
賀

県
人
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
皆
さ
ま

の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会　

会
長　

小
林　

洋
一
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昨
年
四
月
の
甲
賀
市
、
東
近
江
市
、
大
津
市
、
守
山
市
と
長

浜
市
訪
問
に
続
き
、
十
一
月
中
旬
の
二
日
に
亘
り
竜
王
町
、
豊

郷
町
、
多
賀
町
、
近
江
八
幡
市
、
そ
し
て
日
野
町
を
訪
問
し
ま

し
た
の
で
、
感
想
を
含
め
以
下
の
通
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
訪
問
は
秋
の
暖
か
な
気
候
の
下
、
近
江
路
の
色
鮮
や

か
な
紅
葉
を
楽
し
む
に
は
少
し
早
い
時
期
で
し
た
が
、
秋
の
収

穫
後
と
は
い
え
見
渡
す
限
り
美
し
い
田
畑
が
続
く
素
晴
ら
し
い

近
江
平
野
を
堪
能
で
き
た
旅
で
し
た
。

初
日
は
、ま
ず
竜
王
町
に
向
か
い
ま
し
た
。
西
田
町
長
と
は
、

令
和
二
年
十
月
に
日
本
橋
の
「
こ
こ
滋
賀
」（
二
階
・
レ
ス
ト

ラ
ン
「
滋
乃
味
」）
に
て
近
江
牛
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
「
オ

ン
ラ
イ
ン
・
キ
ッ
チ
ン
」
を
開
催
し
た
際
に
、
三
日
月
知
事
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
時
以
来
で
し
た
。

竜
王
町
は
、
湖
東
平
野
に
位
置
し
総
面
積
の
約
三
十
％
が
水

田
、人
口
一
万
二
千
人
を
超
え
る
緑
と
文
化
の
田
園
都
市
で
す
。

〝
近
江
牛
〟
発
祥
の
地
だ
け
に
近
江
牛
の
畜
産
業
と
稲
作
が
発

達
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
様
々
な
企
業
が
進
出
し
、
大

型
の
商
業
施
設
に
よ
り
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
問
す
る
産

業
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

名
神
高
速
道
路
の
竜
王
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
丁
度
街
の

中
心
に
位
置
し
、
京
阪
神
及
び
中
京
経
済
圏
と
は
一
時
間
の
距

離
と
い
う
地
政
学
的
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
多
く
の
企
業
が
進
出
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
巨
大
な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
な
ど
の

商
業
施
設
、
更
に
は
屋
根
付
き
総
合
運
動
場
「
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ

ト
」
や
「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
」
の
整
備
な
ど
、
市
民
の
交
流

と
街
の
活
性
化
の
為
の
様
々
な
施
策
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
ま

す
。次

に
訪
問
し
た
の
は
、
豊
郷
町
の
伊
藤
町
長
で
す
。
豊
郷
町

は
北
及
び
西
に
彦
根
市
、
東
に
甲
良
町
そ
し
て
南
に
愛
荘
町
と

接
す
る
人
口
七
千
四
百
人
強
、
町
の
面
積
八
平
方
ｋｍ
弱
の
比
較

的
小
さ
な
町
で
す
が
、
町
の
中
央
に
は
旧
中
山
道
が
走
り
、
昔

か
ら
多
く
の
著
名
な
近
江
商
人
な
ど
、
傑
出
し
た
先
人
達
を
輩

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
伊
藤
忠
商
事
や
丸
紅
と
い
っ

た
総
合
商
社
も
あ
り
、
伊
藤
町
長
か
ら
も
色
々
と
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
ま
た
江
州
音
頭
の
発
祥
の
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

産
業
基
盤
と
し
て
は
農
業
中
心
で
す
が
、
最
近
で
は
二
次

－

三
次
産
業
が
大
き
く
発
展
し
て
お
り
、
国
道
八
号
線
沿
い
に
は

多
く
の
企
業
・
店
舗
が
連
な
り
常
に
活
気
の
あ
る
街
で
す
。
ま

た
、
名
神
高
速
道
路
の
彦
根
Ｉ
Ｃ
と
八
日
市
Ｉ
Ｃ
の
中
間
に
、

「
湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）」
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
で
豊
郷
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ま
す
ま
す
良
く
な

素
晴
ら
し
い
〝
ふ
る
里
滋
賀
〟
第
二
弾

　
　
　
　
　
― 

自
然
・
文
化
・
産
業
の
揃
う
一
市
四
町
訪
問

竜王町　西田町長（左から4人目）

一
般
社
団
法
人
　
東
京
滋
賀
県
人
会
　
会
長
　
小
林
　
洋
一
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り
、
多
く
の
企
業
や
人
々
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
郷
町
は
、「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

設
定
さ
れ
、
特
産
物
や
人
を
生
か
す
産
業
振
興
、
豊
郷
町
へ
の

人
の
流
れ
を
作
る
定
住
・
転
入
の
促
進
、
次
世
代
を
作
る
若
年

層
向
け
の
様
々
な
対
策
、
そ
し
て
伝
統
・
文
化
（
江
州
音
頭
な

ど
）
を
生
か
し
つ
つ
安
心
な
暮
ら
し
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
彦
根
市
を
中
心
と
す
る
近
隣
地
域
と
の
間
で
〝
湖

東
定
住
自
立
圏
〟
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
さ
れ
、
生

活
面
（
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
、
環
境
な
ど
）
や
結

び
つ
き
の
強
化
な
ど
（
交
通
、
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
な
ど
）
に
つ

い
て
、
共
存
共
栄
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

多賀町　久保町長（中央）

豊郷町　伊藤町長（左奥）

ラ コリーナ近江八幡にて、たねや藤井専務・小玉本部長と

一
日
目
の
最
後
に
訪
問
し
た
の
は
多
賀
町
の
久
保
町
長
で
す

が
、
県
人
会
の
平
塚
理
事
に
も
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
賀
町
は
人
口
約
七
千
五
百
人
、
緑
深
い
鈴
鹿
山
系
の
美
し

い
山
々
と
清
流
が
広
が
る
素
晴
ら
し
い
自
然
の
宝
庫
で
す
。

久
保
町
長
は
、〝
山
蒼
く
、水
清
く
、心
豊
か
な
多
賀
の
ま
ち
〟

と
い
う
第
四
次
多
賀
町
総
合
計
画
を
策
定
さ
れ
、
ま
た
住
民
の

皆
さ
ん
も
そ
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
為
の
環
境
保
護
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
と
文
化
が
共
有
す
る
〝
み
ど
り
の
輝

き
、
文
化
の
輝
き
、
そ
し
て
人
の
輝
き
が
未
来
に
繋
が
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
〟
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
古
く
か
ら
の
伝
統
・
文
化
を
有
す
る
多
賀
大
社
は
、

滋
賀
県
内
で
も
観
光
客
の
訪
問
数
が
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
全

国
的
に
も
有
名
な
神
社
で
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
が
参

詣
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
自
然
豊
か
な
、
ま
た
歴
史
的
な
神
社
や
遺
跡
が

多
い
多
賀
町
で
す
が
、
一
方
で
名
神
高
速
道
路
が
開
通
し
た

一
九
七
〇
年
代
か
ら
企
業
の
工
場
の
誘
致
に
注
力
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
結
果
、
今
で
は
い
く
つ
も
の
工
業
団
地
群
が
整
備
さ
れ
、

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
を
は
じ
め
数
多
く
の
企
業
の
工
場
が
進
出
し
多

賀
町
の
大
き
な
経
済
基
盤
を
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
賀
町
を
含
む
こ
の
地
域
は
、
戦
国
時
代
か
ら
京
阪
神
、
中

京
そ
し
て
北
陸
を
結
ぶ
要
衝
と
し
て
地
政
学
的
に
重
要
な
地
域
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業
に
加
え
て
、
今
で
は
観
光
こ
そ
が
最
大
の
産
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
な
ど
で
有
名
な
八
幡
堀
、
近
江
商
人
の
昔

な
が
ら
の
屋
敷
、
多
く
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
群
、
織
田
信
長
が

築
い
た
安
土
城
址
、
豊
臣
秀
次
の
八
幡
山
城
址
、
琵
琶
湖
で
最

大
の
島
で
あ
る
沖
島
、
近
江
八
幡
休
暇
村
、
ヨ
シ
の
群
生
地
で

あ
る
水
郷
地
帯
、
そ
し
て
こ
の
日
も
訪
問
し
た
ラ 

コ
リ
ー
ナ

な
ど
、
歴
史
的
遺
産
と
豊
か
な
自
然
、
新
し
い
観
光
産
業
が
魅

力
的
な
街
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
同
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

観
光
収
入
、
新
た
な
産
業
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
つ
つ
少
子
高

齢
化
・
福
祉
の
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

で
し
た
が
、
ま
さ
に
現
代
で
も
そ
れ
ら
の
三
大
経
済
圏
を
結
ぶ

重
要
な
供
給
地
域
と
し
て
発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。

市
長
・
町
長
訪
問
の
旅
二
日
目
は
、
ま
ず
近
江
八
幡
市
に
向

か
い
ま
し
た
。
今
回
は
草
津
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
ま
し
た

の
で
近
江
八
幡
市
に
は
琵
琶
湖
東
岸
の
〝
湖
岸
道
路
〟、
い
わ

ゆ
る
「
ビ
ワ
イ
チ
」
の
コ
ー
ス
を
自
転
車
で
は
な
く
車
で
北
上

し
ま
し
た
。
初
秋
の
爽
や
か
な
季
節
の
中
、
左
に
琵
琶
湖
の
穏

や
か
な
湖
面
、
そ
し
て
右
に
は
草
津
、
守
山
、
野
洲
、
近
江
八

幡
に
か
け
て
広
が
る
水
田
地
帯
を
眺
め
な
が
ら
、
改
め
て
ふ
る

里
の
素
晴
ら
し
い
景
観
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

近
江
八
幡
市
に
着
い
て
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
新
し
い
観

光
ス
ポ
ッ
ト
「
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
」
で
し
た
。
そ
こ
は

全
国
的
に
有
名
な
和
菓
子
の
〝
た
ね
や
〟
さ
ん
が
、
ク
ラ
ブ

ハ
リ
エ
と
し
て
洋
菓
子
他
の
製
造
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
る
〝
自

然
と
人
が
繋
が
る
場
所
〟
と
し
て
急
速
に
発
展
し
て
い
る
世

界
で
し
た
。

弥
生
時
代
に
来
た
の
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
稲
穂
が
風
に
そ

よ
ぐ
広
大
な
土
地
に
、
屋
根
一
面
が
芝
に
覆
わ
れ
た
メ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
広
々
と
し
た
吹
き
抜
け
の
空
間
と
目
の
前

で
お
菓
子
を
仕
上
げ
る
オ
ー
プ
ン
な
工
房
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
現
在
年
間
三
百
七
十
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
問
す
る
近

江
八
幡
市
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
丁

度
訪
問
時
に
一
部
の
拡
張
工
事
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
完
成
後
の
姿
が
楽
し
み
で
す
。

近
江
八
幡
市
の
小
西
市
長
は
丁
度
ご
出
張
で
不
在
で
し
た

の
で
、
江
南
副
市
長
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
近
江
八
幡
市
は
、

二
〇
一
〇
年
に
旧
蒲
生
郡
安
土
町
と
合
併
し
、東
に
東
近
江
市
、

南
に
野
洲
市
と
竜
王
町
、
西
に
は
琵
琶
湖
が
広
が
る
人
口
八
万

人
強
を
有
す
る
中
堅
都
市
で
す
。

特
徴
は
、
他
の
市
町
と
は
大
き
く
異
な
り
工
業
団
地
が
全
く

な
い
こ
と
で
す
が
、
豊
か
で
平
坦
な
土
地
か
ら
の
安
定
し
た
農

日野町 堀江町長（左から3人目）

近江八幡市　江南副市長（左から3人目）

る
と
こ
ろ
で
す
。

二
日
間
の
日
程
の
締
め
く
く
り
に
伺
っ
た
の
は
日
野
町
の
堀

江
町
長
で
す
。
堀
江
町
長
と
は
、
県
人
会
会
長
に
就
任
し
た
際

に
県
人
会
事
務
局
を
訪
問
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
来
の
再
会
で
し
た
。
近
江
八
幡
市
か
ら
見
渡
す
限
り
収

穫
を
終
え
た
田
ん
ぼ
が
広
が
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
、
国

道
四
七
七
号
線
を
南
東
に
向
か
い
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
街
並
み
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
野
町
庁
舎

は
、
国
道
四
七
七
号
に
沿
う
形
で
新
設
さ
れ
た
近
代
的
な
建
物
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で
、
駐
車
場
も
大
き
く
車
社
会
な
ら
で
は
の

し
っ
か
り
し
た
対
応
が
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

近
く
に
は
警
察
署
、
消
防
署
も
あ
り
危
機
管
理

が
行
き
届
い
て
い
る
な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。

日
野
町
は
滋
賀
県
の
南
東
部
鈴
鹿
山
系
の
西

麓
に
位
置
し
、
甲
賀
市
と
東
近
江
市
に
隣
接
し

て
い
ま
す
。
こ
の
地
の
歴
史
は
古
く
、
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
ま
で
遡
る
と
の
記
録
も
あ

り
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
室
町
時
代
に
蒲

生
氏
の
城
下
町
と
な
っ
て
か
ら
大
き
く
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
蒲
生
一
族
の
中
で
も
蒲
生

氏
郷
公
が
現
代
の
日
野
の
人
々
の
心
に
生
き
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、

漆
器
や
薬
売
り
の
行
商
か
ら
発
展
し
た
〝
近
江

日
野
商
人
〟
が
町
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、
現
在

で
も
当
時
の
日
野
商
人
の
本
宅
や
往
時
を
偲
ぶ

多
く
の
展
示
館
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
歴
史
や
文
化
を
持
つ
日
野
町
は

人
口
約
二
万
千
人
で
す
が
、
多
く
の
工
業
団
地

を
有
し
進
出
企
業
は
約
七
十
～
八
十
社
に
上
り

ま
す
。
企
業
や
工
場
に
対
す
る
誘
致
政
策
・
条

件
が
魅
力
的
な
上
に
、
名
神
高
速
道
路
と
新
名

神
高
速
道
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
多
賀

町
同
様
、
京
阪
神
及
び
中
京
経
済
圏
へ
の
供
給

基
地
と
し
て
の
評
価
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。日

野
町
は
、
歴
史
と
伝
統
・
文
化
を
大
事
に

し
な
が
ら
企
業
工
場
の
誘
致
に
よ
る
産
業
化
を

推
進
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ま
た
町
民
に
向

き
合
う
事
業
と
し
て
、
都
市
と
農
村
と
の
触
れ

合
い
を
実
践
す
べ
く
「
農
業
公
園
ブ
ル
ー
メ
の

丘
」、
そ
し
て
森
林
体
験
施
設
「
グ
リ
ム
冒
険

の
森
」
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ふ
る
里
滋
賀
へ
の
旅
で
は
一
つ
の
市

と
四
つ
の
町
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
秋
の
琵
琶
湖

と
収
穫
後
の
穏
や
か
な
田
園
風
景
は
本
当
に
素

晴
ら
し
い
も
の
で
、
自
然
豊
か
な
ふ
る
里
を
体

感
し
ま
し
た
。

各
市
町
と
も
歴
史
遺
産
と
伝
統
・
文
化
を
守

り
な
が
ら
、
常
に
新
た
な
産
業
の
育
成
と
街
づ

く
り
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
す
る
と

と
も
に
、
滋
賀
県
の
多
く
の
土
地
は
比
較
的
平

坦
で
肥
沃
な
土
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
高

速
道
路
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
京
阪
神
経
済
圏
な

ど
に
近
い
こ
と
、
全
国
的
に
み
て
も
ほ
と
ん
ど

自
然
災
害
が
な
く
安
心
・
安
全
な
土
地
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
驚
い
た
こ
と
は
、
訪
問
し
た
ほ
と

ん
ど
の
市
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
あ
ら
ゆ
る

情
報
が
満
載
で
特
に
「
町
勢
要
覧
」
や
「
統
計

資
料
」
は
た
い
へ
ん
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
、
ふ
る
里
滋
賀
の
素
晴
ら
し
さ
と
、

将
来
を
再
確
認
し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。
お
伺

い
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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空
き
家
バ
ン
ク

　

県
人
会
は
、滋
賀
県
下
の
「
空
き
家
」
の
仲
介
（
無
料
）

を
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
所
有
者
・
管
理
人
か
ら
「
空

き
家
情
報
」
の
申
し
出
を
受
け
、
空
き
家
情
報
を
東
京

は
じ
め
近
隣
の
各
県
人
会
の
会
員
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

幹
部
会

　

令
和
二
年
七
月
一
日
（
水
）
を
皮
切
り
に
、
毎
月
一

回
ペ
ー
ス
で
会
長
、
副
会
長
や
専
務
理
事
、
常
務
理
事

等
が
当
会
の
主
要
活
動
の
推
進
や
組
織
強
化
、全
滋
連
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
か
か
わ
り
方
な
ど
を
議
論
す
る
幹

部
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。現
在
ま
で
、「
こ
こ
滋
賀
」

な
ど
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
、
会
報
や
Ｈ
Ｐ
の
改

善
策
が
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
し
ば
ら
く
は
、
三
密
を
避
け
る
た
め
、
リ
モ
ー

ト
形
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
江
ゆ
か
り
の
会

　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
（
月
）
に
三
年
ぶ
り
の

開
催
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
鎮
静
化
が
見
ら
れ

な
い
た
め
、
令
和
四
年
四
月
か
ら
六
月
頃
に
開
催
を
延

期
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
、
年
が
変
わ
っ

て
か
ら
も
、
感
染
力
が
比
較
的
強
い
と
い
わ
れ
る
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
へ
の
感
染
が
急
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
現
時

点
（
令
和
四
年
三
月
）
で
は
、
早
期
の
開
催
が
見
通
せ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
滋
賀
県
人
会

意
見
交
換
会

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
人
会
は
、
東
京
滋
賀
県

人
会
長
を
代
表
世
話
人
と
し
、
東
京
、
埼
玉
、
千

葉
、
神
奈
川
な
ど
を
中
心
に
、
会
長
会
議
や
副
会

長
・
理
事
レ
ベ
ル
の
実
務
者
会
合
を
開
き
、ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
結
束
し
た
取
組
み
を
強
化
し
、
会
員
相

互
の
交
流
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
三
日
（
木
）

に
東
京
滋
賀
県
人
会
事
務
所
に
て
開
催
（
一
部
リ

モ
ー
ト
参
加
有
り
）
し
、
①
全
滋
連
定
例
会
報
告

な
ど
、
②
会
員
増
強
策
、
③
イ
ベ
ン
ト
や
会
報
掲

載
の
相
互
乗
り
入
れ
、
④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
の
対
応
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

　

塚
本
東
京
滋
賀
県
人
会
副
会
長
を
塾
頭
に
、
滋
賀
県

に
所
縁
の
あ
る
人
々
や
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、知
識
の
向
上
を
支
援
す
る
目
的
で
、

平
成
二
十
八
年
秋
以
降
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
」
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
十
三
回
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
（
火
） 

こ
こ
滋
賀
二
階
「
滋
乃
味
」
に
て
、
講
師
に
太
田 

浩

司 

氏
【
長
浜
市 

市
民
協
働
部 

学
芸
専
門
監
】
を
お
迎

え
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

演
題
を
「
戦
国
大
名
浅
井
三
代
と
三
姉
妹
」
と
し
て
、

浅
井
家
三
代
の
盛
衰
、
並
び
に
長
政
の
三
姉
妹
所
縁
の

史
跡
等
を
辿
り
な
が
ら
、
会
場
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
、
乱
世
の
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
号
二
十
頁
か
ら
の
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾　

五
年
間

の
軌
跡
」
で
は
、
第
十
三
回
講
演
の
要
旨
、
こ
れ
ま
で

の
十
二
回
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

鮭
の
会

　

毎
月
第
一
火
曜
日
を
定
例
開
催
日
と
し
、
滋
賀
に
所

縁
の
あ
る
マ
ス
コ
ミ
各
社
、
滋
賀
県
、
こ
こ
滋
賀
、
さ
ら

に
首
都
圏
の
各
県
人
会
が
一
堂
に
会
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
予
定
な
ど
周
知
情
報
を
持
ち
よ
り
、
首
都
圏
で
の
情

報
共
有
化
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
取
材
要
請
な
ど
に
努
め
て
い

ま
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
会
食
自
粛
要
請
を
受

け
、
暫
く
の
間
、
開
催
休
止
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
声
掛
け
運
動

　

平
成
三
十
年
十
月
よ
り
、
事
務
局
か
ら
七
十
五

歳
以
上
の
会
員
（
百
名
弱
）
の
方
に
お
電
話
に
よ

る
「
お
声
か
け
運
動
」
を
実
施
（
不
定
期
）
し
、

今
ま
で
に
、
お
お
よ
そ
対
象
者
に
十
巡
ほ
ど
お
電

話
を
か
け
、
日
常
の
お
話
、
ご
相
談
、
県
人
会
活

動
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い

で
外
出
し
づ
ら
く
家
に
こ
も
り
が
ち
で
、
健
康
維

持
に
対
す
る
不
安
を
か
か
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。



東京滋賀県人会　法人会員の皆様のご紹介　（令和4年2月末現在）

㈱滋賀銀行東京支店 中央区
㈱西川 中央区
日本ロジテム㈱ 港区
伊藤忠商事㈱ 港区
昭和西川㈱ 中央区
たねやグループ 近江八幡市

（一財）東日本橋真宗会堂維持財団 中央区
㈱きらぼし銀行 中央区
㈱髙島屋日本橋店 中央区
滋賀県東京本部 千代田区
メルクロス㈱ 中央区
㈱静永事務所 港区
㈱永昌堂印刷 中央区
㈱ナカノアパレル 中央区
㈱RoseUniverse 守山市
大星岡村㈱ 中央区
㈱光洋社 新宿区
料亭すし慶 長浜市
木村水産㈱ 彦根市
㈱叶匠寿庵 大津市
清水惣㈱ 千代田区
江州技研㈱ 台東区
柳屋ビルディング㈱ 中央区
ENWA㈱ 大阪市西区
元三フード㈱ 大津市
チョーギン㈱ 墨田区
アインズ㈱東京支店 千代田区
㈱鮎家 野洲市
滋賀県青年団体連合会 大津市

㈱大生産業 野洲市
太田酒造㈱東京営業所 足立区
㈱ひょうたんや 近江八幡市
滋賀近交運輸倉庫㈱ 長浜市
エステックサービス㈱ 大田区
㈱布引焼窯元 東近江市
㈱びわこフード 近江八幡市

（公社）びわこビジターズビューロー 大津市
（公財）湖国協会 武蔵野市
久禮経営労務管理事務所 世田谷区
大塚オーミ陶業㈱ 千代田区
中田商店 八王子市
㈱トランプ 港区
㈱鹿深サービス 甲賀市
ゼッタリンクス㈱ 荒川区
㈱三和開発 米原市
笑四季酒造㈱ 甲賀市
㈱ウィルプランニング 港区
農事組合法人グリーンティ土山 甲賀市
Ascent Business Consulting㈱ 港区
㈱数寄和 杉並区
川島酒造㈱ 高島市
㈲甲賀もち工房 甲賀市
ヤマ庄陶器㈱ 甲賀市
楽入陶房　壷中庵 甲賀市
㈱マルヨシ近江茶 甲賀市
㈱やまじょう 湖南市
長浜浪漫ビール㈱ 長浜市
協同組合ビジネス21 彦根市

（敬称略）
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名
僧
直
筆
「
一
期
一
会
」
の
こ
こ
ろ

『
癒
し
の
近
江
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ
展
』

　

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

文
華
舎
、
井

伊
家
ゆ
か
り
の
豪
徳
寺
の
協
力
を
得

て
開
催
さ
れ
た
展
示
会
を
、
東
京
滋

賀
県
人
会
も
後
援
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
に
よ
り
多
く
の
方
々
の
心
が
疲

れ
果
て
て
し
ま
っ
た
世
相
に
、
皆
様

の
心
身
を
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、癒
し
の「
書
」

を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
暗
か
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
に
区
切
り
を
つ
け
、
こ
れ

か
ら
を
明
る
く
、
多
く
の
皆
様
へ
の

希
望
と
な
れ
ば
と
の
願
い
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
期
日
程
：
令
和
四
年
二
月
二
日
（
水
）
～
六
日
（
日
）

場　
　

所
：
豪
徳
寺　

 

東
京
都
世
田
谷
区
豪
徳
寺
二

－

二
四

－

七

入
場
料
：
無
料

主　
　

催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

文
華
舎

後　
　

援
：（
公
社
）
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
　
　
　
　
（
一
社
）
東
京
滋
賀
県
人
会

協　
　

力
：
豪
徳
寺

善
男
善
女

　

善
男
善
女
の
縁
結
び
、
お
写
真
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
四
十
・
五
十
代
の
出
会
い
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
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東
京
で
甲
賀
市
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
向
け
て
甲
賀
市
へ
多
く
の
方
が
お
越
し
い
た
だ
く
た
め

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

『
甲
賀
市
物
産
フ
ェ
ア
』
を

歌
舞
伎
座
地
下
木
挽
町
広
場
で
開
催

�

（
令
和
四
年
二
月
十
一
日
～
二
十
五
日
）

　

甲
賀
市
の
肥
沃
な
土
壌
に
育
ま
れ
た
美
味
し
い
も
の
や
陶
器

な
ど
を
販
売
。
フ
ェ
ア
商
品
一
点
以
上
ご
購
入
で
毎
日
先
着
五

名
様
に
近
江
の
茶
を
、
一
千
円
以
上
ご
購
入
で
毎
日
先
着
十
名

様
に
甲
賀
の
地
酒
（
三
〇
〇
ml
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

『
甲
賀
の
地
酒
フ
ェ
ア
』
を
開
催

�

（
令
和
四
年
二
月
二
十
二
日
～
二
十
五
日
）

　

こ
こ
滋
賀
二
階
「
日
本
橋
滋
乃
味
」、
近
江
牛
岡
喜 

日
本

橋
店
、
京
都
つ
ゆ

し
ゃ
ぶCH

IRIRI

銀
座
京
橋
店
の
三

店
舗
で
は
「
滋
賀

県
の
酒
ど
こ
ろ
甲

賀
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
三
千
円
以

上
飲
食
し
て
い
た

だ
い
た
毎
日
先
着

十
名
の
お
客
様

に
甲
賀
の
地
酒

（
三
〇
〇
ml
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

フ
ェ
ア
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

右
記
の
他
、
昨
年
も
甲
賀
市
の
魅
力
を
東
京
で
広
く
周
知
す

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

歌
舞
伎
座
劇
場
内
「
甲
賀
市
誘
客
ポ
ス
タ
ー
展
」

�

（
七
月
二
十
日
～
二
十
八
日
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
非
接
触
を
考
慮
し
た
甲
賀
市
の
シ
テ
ィ
ー

セ
ー
ル
ス
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
を
含
む
一
か
月
間
、
甲
賀
市
七
つ

の
魅
力
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
（
忍
者
、
信
楽
焼
、
東
海
道
宿
場
町
、

近
江
の
茶
、
甲
賀
の
地
酒
、
近
江
米
、
ゴ
ル
フ
場
）
を
歌
舞
伎

座
の
劇
場
内
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

座
席
数
約
千
九
百
席
の
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
内
九
百

席
の
稼
働
、
一
日
三
公
演
で
一
日
約
二
千
七
百
人
、
休
演
日
を

除
い
た
と
し
て
も
一
ケ
月
約
六
万
七
千
人
の
お
客
様
の
目
に
触

れ
る
機
会
を
得
た
計
算
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
、
市
川
海
老
蔵
さ
ん
主
演
「N

IN
JA

 
K

A
BU

K
I 

雪
蛍
恋
乃
滝
」
を
岩
永
裕
貴
甲
賀
市
長
が
観
劇
し

た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
ご
縁
が
出
来
た
歌
舞
伎
座
と
甲
賀

市
。
劇
場
内
で
地
方
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た
の

は
甲
賀
市
が
初
め
て
で
し
た
。
今
後
も
更
な
る
友
好
を
深
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

銀
座
メ
ル
サ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

「
近
江
の
茶
配
布
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
第
一
回
七
月
九
日
～
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
第
二
回
九
月
十
五
日
～
十
九
日

　
「
銀
座
メ
ル
サ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

メ
ル
サ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
登
録
さ
れ
る
方
、
も
し
く

は
既
に
友
達
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
近
江
茶
を
配
布
い
た
し

ま
し
た
。
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
、ユ
ニ
ク
ロ
、Ｇ
Ｕ
な
ど
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
旗
艦
店
が
立
ち
並
ぶ
銀
座
中
央
通

り
に
位
置
す
る
銀
座
メ
ル
サ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
は
、
若
い
世
代

に
向
け
て
甲
賀
市
産
の
お
茶
の
周
知
と
消
費
拡
大
を
目
指
す

良
い
機
会
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

甲
賀
市
だ
よ
り

「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

甲
賀
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」　
━
ニ
ン
ニ
ン
２
月
は
忍
者
月
間
━

（�

）
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座
の
劇
場
内
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

座
席
数
約
千
九
百
席
の
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
内
九
百

席
の
稼
働
、
一
日
三
公
演
で
一
日
約
二
千
七
百
人
、
休
演
日
を

除
い
た
と
し
て
も
一
ケ
月
約
六
万
七
千
人
の
お
客
様
の
目
に
触

れ
る
機
会
を
得
た
計
算
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
、
市
川
海
老
蔵
さ
ん
主
演
「N

IN
JA

 
K

A
BU

K
I 

雪
蛍
恋
乃
滝
」
を
岩
永
裕
貴
甲
賀
市
長
が
観
劇
し

た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
ご
縁
が
出
来
た
歌
舞
伎
座
と
甲
賀

市
。
劇
場
内
で
地
方
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た
の

は
甲
賀
市
が
初
め
て
で
し
た
。
今
後
も
更
な
る
友
好
を
深
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

銀
座
メ
ル
サ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

「
近
江
の
茶
配
布
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
第
一
回
七
月
九
日
～
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
第
二
回
九
月
十
五
日
～
十
九
日

　
「
銀
座
メ
ル
サ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、

メ
ル
サ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
登
録
さ
れ
る
方
、
も
し
く

は
既
に
友
達
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
近
江
茶
を
配
布
い
た
し

ま
し
た
。
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
、ユ
ニ
ク
ロ
、Ｇ
Ｕ
な
ど
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
旗
艦
店
が
立
ち
並
ぶ
銀
座
中
央
通

り
に
位
置
す
る
銀
座
メ
ル
サ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
は
、
若
い
世
代

に
向
け
て
甲
賀
市
産
の
お
茶
の
周
知
と
消
費
拡
大
を
目
指
す

良
い
機
会
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

長
浜
市
で
は
、
令
和
三
年
十
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
に
東

京
・
歌
舞
伎
座
三
階
に
あ
る
花
篭
に
お
い
て
「
パ
ネ
ル
展　

石

田
三
成
の
ふ
る
さ
と
湖
北
・
長
浜
～
知
将
と
し
て
の
活
躍
に
迫

る
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
展
は
、
石
田
三
成
の
出
生
か
ら
関
ヶ
原
合
戦
後
に
処
刑
さ

れ
る
ま
で
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、
長
浜
出
身
の
戦
国
武

将
・
三
成
の
業
績
を
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
躍
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も

の
で
、
あ
わ
せ
て
三
成
を
主
人
公
と
し
た
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
の

一
環
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
長
浜

城
歴
史
博
物
館
が
収
蔵
し
て
い
る
資
料
の
ほ
か
、
三
成
出
生
地

（
石
田
会
館
）や
三
献
の
茶
の
舞
台
と
さ
れ
る
観
音
寺（
米
原
市
）

と
法
華
寺
跡
（
長
浜
市
）、関
ヶ
原
古
戦
場
（
岐
阜
県
）
な
ど
「
三

成
ゆ
か
り
の
地
」に
つ
い
て
紹
介
し
、あ
わ
せ
て
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

も
行
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
少
々
難
し
い
問
題
に
苦

戦
さ
れ
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
全
問
正

解
し
、
景
品
の
缶
バ
ッ
ジ
な
ど
を
得
て
満
足
そ
う
に
帰
ら
れ
ま

し
た
。
三
成
や
戦
国
時
代
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

二
日
間
と
い
う
短
い
会
期
で
し
た
が
、
百
二
十
人
の
方
が
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
来
場
者
の
方
か
ら
は
、
三
成
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
、
勉
強
に
な
っ

た
な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
き
、
長
浜
市
や
三
成
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

で
き
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
パ
ネ
ル
展
の
主
役
で
あ
っ
た
三
成
に
つ
い
て

紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
成
は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
坂
田
郡
石
田
村
（
長

浜
市
石
田
町
）
の
土
豪
・
石
田
正
継
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
正
継
は
浅
井
氏
に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、
元
亀
年
間
に

起
こ
っ
た
織
田
信
長
と
の
戦
い
に
よ
っ
て
浅
井
氏
は
滅
亡
。
そ

の
後
、
湖
北
は
浅
井
氏
に
か
わ
り
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
統
治

を
行
い
ま
し
た
。
三
成
は
、
長
浜
城
主
と
な
っ
た
秀
吉
に
才
覚

を
見
出
さ
れ
て
家
臣
と
な
り
、
奉
行
の
一
人
と
し
て
政
権
を
支

え
て
い
き
ま
す
。こ
の
三
成
と
秀
吉
の
出
会
い
に
つ
い
て
は「
三

献
の
茶
」
の
逸
話
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
成
は
豊
臣
家
奉
行
と
し
て
、
太
閤
検
地
の
ほ
か
忍
城
攻
め

な
ど
軍
事
面
に
お
い
て
も
豊
臣
政
権
の
政
策
に
携
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
か
ら
湖
北
四
郡
（
犬
上
・

坂
田
・
浅
井
・
伊
香
郡
）
を
領
知
し
て
お
り
、
領
内
の
村
々
に

掟
書
を
出
す
な
ど
領
主
と
し
て
も
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。
三

成
が
出
し
た
十
三
か
条
と
九
か
条
の
掟
書
は
二
十
点
近
く
が
現

存
し
て
い
ま
す
。
三
成
の
掟
書
は
、
当
時
の
他
の
大
名
に
比
べ

て
か
な
り
長
文
で
、
年
貢
の
納
め
方
な
ど
の
内
容
も
き
め
細
か

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
三
成
が
い
か
に
領
内
の
村
々
の
実
情

を
熟
知
し
て
い
た
の
か
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
十
五
日
、
秀
吉
亡
き
後
に
起

こ
っ
た
関
ヶ
原
合
戦
で
は
、
豊
臣
政
権
存
続
の
た
め
、
西
軍
と

し
て
、
東
軍
を
率
い
た
徳
川
家
康
と
戦
い
ま
し
た
が
、
力
及
ば

ず
、
湖
北
へ
と
敗
走
し
ま
す
。
六
日
後
に
は
同
郷
の
武
将
で
あ

る
田
中
吉
政
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
九
月
一
日
に
京
都
・
六

条
河
原
で
処
刑
さ
れ
、
そ
の
生
涯
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
湖
北

に
は
、
敗
走
し
た
三
成
が
身
を
隠
し
た
と
伝
わ
る
場
所
が
い
く

つ
か
あ
り
、
そ
の
内
、
伊
香
郡
古
橋
村
（
長
浜
市
木
之
本
町
古

橋
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
三
成
の
捕
縛
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。　

今
後
も
歴
史
や
文
化
な
ど
長
浜
市
の
Ｐ
Ｒ
を
広
く
行
い
、
長

浜
に
興
味
を
持
ち
、
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
パ
ネ
ル
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
東
京
滋
賀
県
人
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心
よ
り
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

パ
ネ
ル
展「
石
田
三
成
の
ふ
る
さ
と
湖
北・長
浜

　
～
知
将
と
し
て
の
活
躍
に
迫
る
～
」を
終
え
て

長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
　
学
芸
員
　
黒
岩
　
果
歩

パネル展
「石田三成のふるさと湖北・長浜
～知将としての活躍に迫る～」
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彦根藩の二隊に分かれての騎馬隊の戦闘訓練
（大久保家所蔵屏風）

大久保家初代新右衛門忠正、馬上の武者絵。
忠正は小田原城主の父・忠世や彦左衛門忠教とはいとこ
にあたる。
大久保家（藤原道兼後裔）は徳川家康公祖父の松平清
康公よりの旗本。
家康公の命にて彦根藩創設に目付として派遣され、井伊
家初代藩主・井伊直政公を迎える。

　

埋
木
舎
時
代
の
井
伊
直
弼
公

は
前
回
で
も
書
き
ま
し
た
様
に

茶
の
湯
、
和
歌
、
謡
曲
は
達
人
の

域
の
文
化
人
で
あ
り
そ
の
基
盤

に
は
禅
の
修
業
が
あ
り
ま
し
た
。

勿
論
、武
家
で
あ
る
直
弼
は
「
武
」

に
も
優
れ
た
文
武
両
道
の
達
人
で
あ
り
ま
し
た
。
即
ち
、
兵
学
、
剣

術
、
居
合
術
、
馬
術
、
柔
術
、
槍
術
、
弓
術
等
埋
木
舎
で
は
一
日
二

時と
き

（
四
時
間
）
眠
る
だ
け
で
足
る
と
文
武
両
道
の
修
練
に
励
ん
で
い

ま
し
た
。

　

居
合
術
は
指
南
役
・
川
西
精
八
郎
充み
つ

信の
ぶ

に
付
て
技
を
練
り
、
極
意

を
得
て
自
ら
も
「
新
心
新
流
」
と
い
う
一
派
を
創
設
し
ま
す
。
そ
れ

は
三
段
階
に
分
け
次
第
に
蘊う
ん

奥の
う

の
域
に
達
し
て
い
き
ま
す
。
初
の
七

段
は
業
を
学
び
、
勇
を
養
成
す
る
根
本
の
鍛
え
、
次
の
段
は
基
礎
的

な
業
を
応
用
し
、
実
践
的
活

法
に
入
る
、
奥
の
「
三
秘
伝
」

は
身
心
一
如
、
天
下
無
敵
の

境
地
に
至
る
と
し
ま
す
。「
三

秘
伝
」
と
は
「
保
剣
」「
破
剣
」「
神
剣
」
で
あ
り
、「
保
剣
」
こ
そ

最
も
直
弼
の
中
心
的
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。
即
ち
「
勝
を
保
つ
こ
と

が
大
切
で
、
刀
は
滅
多
に
抜
い
て
は
い
け
な
い
。
永
久
に
勝
利
者
の

地
位
を
保
つ
こ
と
が
真
の
勝
利
で
あ
る
。
忍
耐
第
一
で
そ
の
場
の
怒

り
で
敵
を
討
ち
も
し
負
け
れ
ば
家
名
を
亡
ぼ
す
。
子
々
孫
々
ま
で
勝

利
者
の
地
位
を
守
れ
」
と
い
う
「
平
穏
維
持
の
為
の
威
嚇
力
的
武
力

こ
そ
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
今
日
に
も
通
ず
る
す
ば
ら
し
い
考
え
方

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
「
勝
を
た
も
つ
を
真
之
勝
と
云
。
人
を
討

の
み
は
勝
と
は
云
わ
な
い
。
堪
忍
堅
固
に
し
て
動
か
ざ
る
時
は
子
々

孫
々
に
家
名
繫
栄
し
武
名
も
穢
さ
ず
、
至
極
の
勝
と
い
え
る
」
何
と

高こ
う

邁ま
い

な
武
士
道
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
山
鹿
流
の
兵
学
の
師
に
送
っ
た
「
意
見
書
」
で
も
「
武
は

決
し
て
血
を
喜
ぶ
も
の
に
非
ず
、
血
を
見
ず
し
て
事
の
治
ま
る
を
見

る
。
聊
い
さ
さ
かも
武
の
要か
な
めた
り
。
又
、
世
を
済す
く

ふ
の
要
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ

る
な
り
」
と
も
崇
高
な
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

直
弼
は
三
十
二
歳
の
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
に
十
五
年
間

文
武
両
道
の
修
業
を
し
た
埋
木
舎
を
離
れ
ま
す
。
兄
十
二
代
藩
主
・

直
亮
の
養
子
と
な
り
江
戸
城「
溜
間
詰
」と
し
て
勤
め
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
で
す
。
そ
し
て
四
年
後
・
嘉
永
三
年
九
月
に
は
養
父
死
去
に

と
も
な
い
直
弼
は
第
十
三
代
彦
根
藩
主
と
な
り
各
種
善
政
を
行
い
ま

し
た
。

　

三
年
後
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、ア
メ
リ
カ
使
節
ペ
リ
ー

提
督
が
軍
艦
（
黒
船
）
四
隻
を
率
い
て
浦
賀
に
来
航
、日
本
の
開
国
・

修
交
を
迫
り
国
内
騒
然
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
直
弼
は
「
別
段
存
寄

書
」
を
幕
府
に
答
申
、
堂
々
と
開
国
を
主
張
す
る
の
で
す
。

　
「
鎖
国
は
や
め
、
開
港
、
開
国
し
、
世
界
と
貿
易
し
、
各
国
と
平

和
に
国
交
す
る
事
こ
そ
天
下
の
大
道
で
あ
る
。
ま
た
、
漂
着
民
の
送

還
や
食
糧
、
水
、
石
炭
の
補
給
の
為
の
買
い
上
げ
等
ペ
リ
ー
の
要
求

は
人
道
上
当
然
で
あ
る
」
と
し
て
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
月
大

老
就
任
後
に
鎖
国
を
や
め
「
開
国
」
し
国
際
協
調
す
る
と
い
う
立
派

な
決
断
を
さ
れ
、
我
が
国
は
ア
ジ
ア
で
唯
一
欧
米
の
植
民
地
に
な
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

井
伊
家
文
書
「
公
用
方
秘
録
」
に
は
「
…
…
兵
端
を
開
き
幸
に
一

時
勝
を
得
候
共
、
海
外
皆
敵
と
為
す
時
は
全
勝
孰い
ず

れ
に
在
る
や
予
め

量
る
べ
か
ら
ず
、
苟
い
や
し
くも

敗
を
取
、
地
を
割
き
償
は
ざ
る
を
得
ざ
る
場

合
に
至
ら
ば
国
辱
焉こ
れ

よ
り
大
な
る
は
な
し
…
…
」と
記
さ
れ
て
お
り
、

正
に
新
心
新
流
の
「
保
剣
」
に
よ
っ
て
外
国
と
の
戦
争
を
回
避
し
国

難
を
救
い
国
の
独
立
を
守
っ
た
直
弼
公
こ
そ
真
の
勝
者
、
武
道
の
神

髄
を
会
得
し
た
「
サ
ム
ラ
イ
」
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

直
弼
公
と
「
武
道
」
―
―
平
穏
な
る
守
り
―
―

埋
木
舎
当
主
・
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
　
大
久
保
　
治
男

大久保　治男氏



番場でとれたコシヒカリを、「鎌
刃城米」として番場資料館で試
験販売しています。
番場の山間の米は収量は少な
いですがおいしいと評判で、また
織田信長が鎌刃城の備蓄米を
徳川家康に送ったとの記録が残
るほか、番場で休息した多くの
武将や貴族が口にしたことは間
違いありません。
番場にお立ち寄りの際はぜひお
求めください。

「琵琶湖一周のろし駅伝」ポスター
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印
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鎌
刃
城
と
聞
い
て
も
東
京
で

は
ほ
と
ん
ど
知
る
人
は
い
な
い

で
し
ょ
う
。
三
十
年
前
に
は
私
た

ち
地
元
の
者
も
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。
今
は
続

日
本
百
名
城
に
選
定
さ
れ
全
国

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鎌
刃
城
は
米
原
市

番
場
東
部
に
位
置
す
る
中
世
の
城
跡
で
す
。
新
幹
線
米
原
駅
か
ら
四

ｋｍ
で
番
場
の
登
城
口
に
着
き
ま
す
の
で
、
東
京
か
ら
も
日
帰
り
で
登

城
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
番
場
か
ら
山
道
（
距
離
二
ｋｍ
、
比
高

二
五
〇
ｍ
）
を
四
、五
十
分
歩
い
て
登
り
ま
す
。

こ
の
城
は
築
城
時
期
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
こ

の
位
置
が
江
南
・
江
北
の
境

目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
佐
和

山
城
や
太
尾
山
城
と
連
動
し

て
「
境
目
の
城
」
と
し
て
応
仁
の
乱
の
こ
ろ
築
城
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
近
江
を
治
め
た
佐
々
木
六
角
氏
と
京
極
氏

（
後
に
浅
井
氏
）
と
の
勢
力
争
い
の
重
要
な
城
で
あ
り
、
織
田
信
長

が
浅
井
長
政
を
滅
ぼ
し
破
城
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
番
場
は

江
戸
時
代
に
六
十
二
番
目
の
中
山
道
番
場
宿
と
し
て
栄
え
、
中
世
に

は
東
山
道
の
宿
駅
と
し
て
東
国
か
ら
京
の
都
へ
の
入
り
口
と
も
い
え

る
交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
り
ま
し
た
。
鎌
刃
城
は
佐
和
山
城
と
と
も

に
こ
の
街
道
を
抑
え
る
重
要
な
城
と
し
て
設
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
十
年
か
ら
五
年
間
旧
米
原
町
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
当
時

と
し
て
は
珍
し
い
城
全
体
が
石
垣
で
造
ら
れ
、
近
世
の
天
守
閣
に
通

じ
る
半
地
下
式
の
大
櫓
が
建
っ
て
い
た
と
す
る
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
発
掘
調
査
に
は
地
元
の
住
民
が
積
極
的
に
関
わ
り
、

そ
の
後
の
城
跡
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
平
成
十
七
年
に
は
国
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
平
成
二
十
九
年

に
は
続
日
本
百
名
城
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

近
江
に
は
県
の
調
査
で
中
世
の
城
跡
が
千
三
百
ヶ
所
も
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
人
知
れ
ず
地
域
の
里
山
に
眠
っ
て
い
ま

す
。里
山
や
城
跡
も
人
々
が
関
わ
ら
な
け
れ
ば
荒
廃
す
る
こ
と
か
ら
、

人
々
を
城
跡
に
呼
び
込
み
里
山
や
城
跡
な
ど
の
文
化
遺
産
を
保
全
し

て
い
こ
う
と
、
二
十
年
前
か
ら
県
下
の
城
跡
を
保
存
す
る
団
体
に
呼

び
掛
け
、
城
跡
か
ら
狼
煙
を
上
げ
て
つ
な
ぐ
「
琵
琶
湖
一
周
の
ろ
し

駅
伝
」
を
事
務
局
と
な
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
ユ

ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
評
価
さ
れ
、
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
第
八
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
受
賞
の
評
価
を
受
け
仲

間
と
共
に
今
も
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
七
年
に
は
第

二
十
二
回
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
米
原
大
会
が
「
地
域
住
民
が
自
治
体

と
と
も
に
山
城
の
保
存
と
活
用
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
そ

の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
役
割
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

我
々
の
山
間
の
ま
ち
番
場
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
平
成
四
年
に
有
志
が
集
い
「
番
場
の
歴
史
を
知
り

明
日
を
考
え
る
会
」
を
結
成
し
、
中
山
道
番
場
宿
や
蓮
華
寺
等
歴
史

の
あ
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
温
故
知
新
の
精
神
で
地
域
の
歴
史
の

勉
強
か
ら
始
め
、
二
十
名
の
会
員
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
続
日
本
百
名
城
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
城
跡
の
見
学
と
と

も
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
御
城
印
頒
布
な
ど
を
求
め
て
全
国
か
ら
多

く
の
お
城
マ
ニ
ア
の
方
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
二
年

六
月
に
は
空
き
家
に
な
っ
た
古
民
家
を
借
り
受
け
て
鎌
刃
城
や
地
域

の
彫
刻
家
泉
亮
之
の
紹
介
や
案
内
を
す
る
番
場
資
料
館
を
開
設
し
、

毎
週
土
日
に
開
館
す
る
と

と
も
に
会
の
拠
点
施
設
と

し
て
活
動
し
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

続
日
本
百
名
城
　
境
目
の
城
　
鎌
刃
城

　
泉
　
峰
一

泉　峰一氏

番
場
の
歴
史
を
知
り
明
日
を
考
え
る
会

元
滋
賀
県
東
京
事
務
所
長

元
米
原
市
長

鎌刃城跡ジオラマ

実際にのろしを上げている様子

鎌刃城跡縄張り図

鎌刃城虎口
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　外観は優雅で美しいライトゴールド。トップノートは長期熟成
のオロロソシェリーのような甘いニュアンスとオイリーさ、その
後ロースト香が顔を見せ、樫の木のニュアンス、ダークチェリー、
アモンティリャードのようなナッティーさが徐々に現れる。
　口に含んだ瞬間に感じる甘やかさはすぐにドライ感へと移行。
ほのかなスモーキー香にソルティー感、ビターチョコ、プルーン
のニュアンス。力強いアタックとワイルドな味わいの中にある繊
細さから、非常に複雑な味わいが構成されており、まるでパロ・
コルタドを彷彿とさせる。
　時間の経過とともに現れるシトラスのフレッシュ感と熟れたフ
ルーツ香が混在。スパイシーさも感じられる。アフターは力強さ
を舌に残しつつ、緩やかで伸びのある余韻が続く。ウッディな香
ばしさが爽やかで、最後にミルクチョコの優しさが包み込む。

　「世界的にも評価を得ている長濱蒸溜所が手掛けるウイスキーの味わいを、ウイスキー
ファンのみならず、日本の伝統芸能である歌舞伎ファンの方々にも広く愉しんでいただき
たい」という想いから今回の企画が実現しました。
　ウイスキーの味わいに関しては歌舞伎座と同じ銀座に位置する「BAR GOYA」のオー
ナーバーテンダーである山﨑剛氏が監修。同氏はバーテンダー大会の現日本チャンピオン
であると共に、2007年の第一回シェリー・カクテル・コンペティションでグランプリを、
続く2008年にはベネンシアドール公式称号資格認定試験で最優秀賞を獲得した、日本で
唯一のシェリー界の二冠王者です。AMAHAGAN歌舞伎座エディションはそんな山﨑氏
の経験とこだわりを最大限に表現するためにシェリー樽で後熟を行いました。

【商品情報】
商品名：AMAHAGAN ワールドモルト
　　　　歌舞伎座エディション
容　量：700ml
原材料：モルト
アルコール：47%
ボトリング本数：6,000本
希望小売価格：7,000円＋税

歌舞伎座×長濱蒸溜所のコラボウイスキー
「AMAHAGAN ワールドモルト　歌舞伎座エディション」

【山﨑氏テイスティングノート】
滋賀県人会様限定！
歌舞伎座オリジナル
「一筆箋」付

【監修】
BAR GOYA（バー・ゴヤ）
山﨑 剛（やまさき つよし）氏
2007年に第一回シェリー・カクテル・コンペ
ティションでグランプリを、2008年にはベネ
ンシアドール公式称号資格認定試験で最優秀
賞を獲得。シェリー界でただひとりの二冠王
者となる。2019年、一般社団法人日本バーテ
ンダー協会主催「第46回全国バーテンダー技
能競技大会」で総合優勝に輝くなど、今もっ
とも注目を集めるバーテンダーのひとり。

歌舞伎座サービス株式会社
売店営業部

ＴＥＬ　03−3545−6563
mail  kumadoriya@kabuki-za.com



北島酒造　玄関

エン 

ぷくぶくみずかがみ

湖
南
市
（
旧
甲
賀
郡
甲
西
町
）
で
一
八
〇
五
年
（
文
化
二
年
）
よ
り

酒
造
り
を
続
け
て
お
り
ま
す
、
北
島
酒
造
十
四
代
目
蔵
元
の
北
島
輝
人

で
す
。

当
蔵
は
旧
東
海
道
沿
い
に
あ
り
、
琵
琶
湖
の
東
に
広
が
る
鈴
鹿
山
系

の
柔
ら
か
で
上
質
な
伏
流
水
と
、
米
ど
こ
ろ
滋
賀
な
ら
で
は
の
多
彩
な

酒
米
を
用
い
て
、
定
番
ブ
ラ
ン
ド
の
「
御
代
栄
（
み
よ
さ
か
え
）」
と
、

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
か
ら
取
り
組
む
、
蔵
名
を
冠
し
た
挑
戦

の
ブ
ラ
ン
ド
「
北
島
」
を
醸
し
て
い
ま
す
。

「
北
島
」
は
、
究
極
の
食
中
酒
を
目
指
し
、
蔵
の
中
の
乳
酸
菌
な
ど

の
力
を
借
り
て
雑
菌
の
繁
殖
を
抑
え
な
が
ら
酵
母
を
育
て
る「
生
酛（
き

も
と
）
造
り
」
と
い
う
酒
造
り
の
原
点
と
も
言
え
る
手
法
で
醸
し
た
酒

で
、
そ
の
個
性
的
な
味
わ
い
は
日
本
酒
通
の
皆
様
か
ら
高
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
方
、「
御
代
栄
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
大
吟
醸
や
純
米
酒
な
ど
醸

造
方
法
や
酒
米
を
変
え
た
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
い
ま
す
。「
し

ぼ
っ
た
そ
の
ま
ま
一
番
酒
」
や
「
ひ
と
り
じ
め
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
酒
も
当
蔵
「
な
ら
で
は
」
の
銘
酒
。

「
あ
り
え
な
い
ほ
ど
お
い
し
い
」
を
表
現
す
る
た
め
、
琵
琶
湖
に
い

る
は
ず
が
無
い
生
き
物
「
ク
ジ
ラ
」
を
ラ
ベ
ル
に
描
い
た
「
び
わ
こ
の

く
じ
ら
」
や
、無
農
薬
の
酒
米
と
こ
だ
わ
り
の
酒
造
方
法
で
醸
し
た
「
エ

ン 

き
も
と
純
米 

酵
母
無
添
加
」
な
ど
も
、
毎
年
の
販
売
を
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン
の
多
い
銘
柄
に
育
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
十
三
酒
造
年
度
か
ら
販
売
す
る
銘
酒
「
純
米　

み
ず

か
が
み
」
は
、滋
賀
県
が
温
暖
化
対
応
品
種
と
し
て
育
成
し
た
飯
米
「
み

北島酒造株式会社
〒520-3231 滋賀県湖南市針756
TEL：0748-72-0012　FAX：0748-72-0124
http://kitajima-shuzo.jp/

「
滋
賀
な
ら
で
は
の
米
に
こ
だ
わ
る
、

地
元
応
援
へ
の
挑
戦
」

滋
賀
の
酒
蔵
だ
よ
り 

❸

ず
か
が
み
」を
使
っ
て
醸
造
し
て
い
ま
す
。
本
来
酒
造
り
に
用
い
る「
酒

米
」
と
は
異
な
っ
た
特
徴
を
持
つ
飯
米
を
使
っ
て
の
酒
造
り
は
決
し

て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
み
ず
か
が
み
」
の
認
知
度
ア
ッ

プ
の
た
め
に
は
、
米
単
体
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
酒
を
は
じ

め
多
彩
な
加
工
品
で
機
運
を
高
め
る
こ
と
が
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
の

応
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
以
降
毎
年
醸
造
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
琵
琶
湖
を
預
か
る
滋
賀
は
、
そ
の
独
自
の
生
態
系
を
守
る
た

め
、
県
民
挙
げ
て
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
湖

魚
が
産
卵
の
た
め
に
遡
上
す
る
魚
道
を
整
備
し
、
産
卵
ふ
化
し
た
幼

魚
が
再
び
琵
琶
湖
に
還
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」

と
い
う
取
り
組
み
も
そ
の
一
つ
で
、
東
近
江
市
の
栗
見
出
在
家
町
の

魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
の
ご
縁
か
ら
、
同
町
の
ゆ

り
か
ご
水
田
で
収
穫
さ
れ
た
酒
米
「
山
田
錦
」
を
使
っ
て
十
七
年
か

ら
醸
造
し
て
い
る
の
が
銘
酒
「
ぷ
く
ぶ
く
」
で
す
。
琵
琶
湖
に
住
む

ナ
マ
ズ
が
泥
や
田
ん
ぼ
の
中
で
呼
吸
す
る
音
と
、
日
本
酒
が
タ
ン
ク

の
中
で
発
酵
す
る
と
き
の
泡
の
は
じ
け
る
音
を
表
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
銘
柄
の
発
案
者
は
、
今
年
七
十
七
歳
に
な
る
父
。
大
き
な
ナ
マ
ズ

が
印
象
的
な
ラ
ベ
ル
は
酒
販
店
の
店
頭
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
存
在

で
す
。　

ご
紹
介
し
た
銘
柄
以
外
も
、
弊
蔵
の
酒
は
ほ
ぼ
滋
賀
県
産
の
米
を

使
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
滋
賀
の
農
産
業
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
今
夜
の
一
献
に
「
滋
賀
の
地
酒
」
を
お
選

び
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

北
島
酒
造 

蔵
元　

北
島　

輝
人

• 15



はまもとガーデンデザイン　
東京滋賀県人会 理事　
浜 本 　 規 子

斎王の庭（明和町観光協会のホームページより）
https://e-na-meiwa.jp/2021/12/14/saiou_garden/
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甲賀市あいの土山斎王群行

英国での学び舎　Denmans Garden

「斎王の庭　空と風の花ばたけ」にてお手入れ大会

私
は
大
津
の
兼
業
農
家
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
祖
父
が
大

切
に
し
て
い
た
日
本
庭
園
が
あ
り
、
盆
栽
が
並
ん
で
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。「
隣
の
芝
生
は
青
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
私

も
自
分
の
環
境
と
正
反
対
の
西
欧
の
文
化
、
特
に
英
国
に
強
く

憧
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
英
語
を
猛
勉
強
し
、
英
国
の
航
空
会
社
に
勤
め
た

後
、「
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
に
出
会
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
、

一
度
だ
け
訪
問
し
た
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
、
庭
で
食
事
を
し
た
経

験
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
あ
の
豊
か
な
時
間
を
日
本

で
も
提
案
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
英
国
と
日
本
の

双
方
で
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
二
十
年
以
上
、
庭
を
作
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
七
年
、
埼
玉
で
開
催
さ
れ
た
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ウ
で
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
テ
ー
マ
ガ
ー
デ
ン
の
制
作
依
頼
が
あ
り
、
丁
度
そ

の
頃
、
東
京
滋
賀
県
人
会
入
会
の
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
打
ち
合
わ
せ
や
準
備
の
た
め
滋
賀
か
ら
一
人
で
通
っ
て
い

た
の
で
、
県
人
会
の
皆
様
の
応
援
が
と
て
も
嬉
し
く
、
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。

庭
の
あ
る
暮
ら
し
と
国
際
文
化
交
流

庭
は
そ
れ
だ
け
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
時
代
背

景
や
自
然
環
境
等
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
個
人
邸
で
も
家

族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
気
候
等
で
デ
ザ
イ
ン
は
大
き
く

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
英
国
の
恩
師
、John Brookes

氏
か
ら
も

「
そ
の
土
地
の
魂
の
声
を
聴
き
な
さ
い
」
と
教
え
を
受
け
、
今

も
そ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
英
国
に
は
「
一
生
幸
せ

で
い
た
い
な
ら
庭
を
作
り
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
庭

が
あ
る
暮
ら
し
や
屋
外
で
の
食
事
の
豊
か
さ
を
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
庭
園
は
世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
日

本
が
誇
る
文
化
で
す
。
私
も
世
界
各
国
の
庭
好
き
の
方
に
頼
ま

れ
、
滋
賀
や
京
都
、
奈
良
な
ど
の
庭
園
を
案
内
し
て
き
ま
し
た
。

大
津
の
坂
本
は
石
垣
の
穴
太
衆
積
み
発
祥
の
地
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
国
内
外
の
多
く
の
方
を
お
連
れ
し
、大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
庭
を
通
し
た
国
際
文
化
交
流
は
、
私
に
と
っ
て
大

切
な
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

斎
王
の
庭　
空
と
風
の
花
ば
た
け

二
〇
二
一
年
秋
、
悠
久
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
三
重
県
明
和
町
に
斎
宮
と
い
う
町
が
あ
り
、
町
興
し
の
花

畑
デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
地
名
を
初
め
て

知
り
、
す
ぐ
に
斎
宮
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
飛
鳥
時
代
か

ら
約
六
百
六
十
年
間
、
天
皇
が
即
位
さ
れ
る
度
に
選
ば
れ
た
皇

女
が
都
を
離
れ
、
伊
勢
神
宮
に
仕
え
る
制
度
が
あ
っ
た
事
を
知

り
ま
し
た
。
こ
の
皇
女
は
「
斎
王
」
と
呼
ば
れ
、
日
々
を
送
っ

て
い
た
の
が
、
明
和
町
の
斎
宮
で
す
。
斎
王
が
京
都
か
ら
伊
勢

に
向
か
わ
れ
る
際
、
数
百
名
の
お
供
が
付
き
添
っ
た
「
斎
王
群

行
」
は
五
泊
六
日
の
旅
で
、
近
江
の
国
で
は
三
カ
所
、
伊
勢
の

国
で
は
二
カ
所
に
宿
泊
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
も
歴
史
上
実

在
し
た
初
代
の
斎
王
、
大
来
皇
女
は
大
津
京
で
育
た
れ
た
と
の

事
で
、
不
思
議
な
、
か
つ
強
い
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
人
で
町
を
歩
き
、
土
地
の
声
に
耳
を
傾
け
る
う

ち
、
斎
宮
の
歴
史
、
広
い
空
と
月
、
斎
王
の
十
二
単
の
重
な
り

や
文
様
が
有
機
的
に
つ
な
が
り
、デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

実
は
今
回
の
「
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
だ
け
を
使
う
」
と
い
う
条

件
は
、
通
常
の
庭
作
り
と
は
異
な
る
た
め
大
変
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
し
た
。
そ
の
後
、
実
現
し
た
花
植
え
大
会
で
は
、
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
、
生
ま
れ
て
初
め
て
苗
を

植
え
た
方
や
子
供
達
も
加
わ
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
の
輪
が
、
驚

く
ほ
ど
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
改
め
て
植
物
が
持
つ
魅
力

を
実
感
し
た
貴
重
な
経
験
で
し
た
。（
花
ば
た
け
主
催
：
一
般

社
団
法
人
明
和
観
光
商
社　

見
頃
：
二
〇
二
二
年
五
月
ま
で
）

庭
を
通
し
て
文
化
や
人
が
柔
ら
か
く
つ
な
が
り
、
出
会
い
の

場
と
な
る
「
庭
の
魔
法
」
を
、
皆
様
に
も
ぜ
ひ
体
験
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

庭
の
魔
法
が

つ
な
ぐ

文
化
と
人
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第1回おかえりコンサートにて

二
〇
一
六
年
、
東
京
・
上
野
に
、
長
浜
市
の
観
音

堂
「
び
わ
湖
長
浜
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。「
東
京
に
、
長
浜
の
観
音
堂
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
長
浜
市
内
に
あ
る

観
音
様
が
期
間
限
定
で
東
京
に
出
張
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
、
観
音
様
は
お
堂
に
収
ま
っ
て
お
ら
れ
る
た
め
正

面
の
み
の
拝
観
で
す
が
、
東
京
の
観
音
様
は
、
お
堂

の
中
央
に
安
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
通
常
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
後
ろ
姿
も
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
二
か
月
毎
に
観
音
様
の
入
れ
替
え
が

あ
っ
た
為
、
二
〇
二
〇
年
に
閉
館
す
る
ま
で
に
約
七
万

人
と
い
う
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
に
、
滋
賀
・
長
浜
の
観

音
堂
に
触
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
観
音
フ
ァ
ン

だ
け
で
は
な
く
、
滋
賀
県
フ
ァ
ン
が
ず
い
ぶ
ん
と
増

え
た
そ
う
で
す
。

「
び
わ
湖
長
浜
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」

は
二
〇
二
〇
年
十
月
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、
滋
賀
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
こ
こ

滋
賀
」
か
ら
も
歩
い
て
数
分
の
と
こ
ろ
に
「
東
京
長

浜
観
音
堂
」
が
二
〇
二
一
年
七
月
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
こ
の
度
東
京
滋
賀
県
人
会
で
「
東
京
長
浜

観
音
堂
」
の
イ
ベ
ン
ト
・
集
客
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
お
役
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の

こ
と
で
、
先
輩
の
方
々
に
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
長
浜
市
の
担
当
の
方
や
県
人
会
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
「
一
人
で
も
多
く
の
方
に
観
音
様

に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り

返
し
て
参
り
ま
し
た
。

私
は
現
在
東
京
に
在
住
し
て
い
ま
す
が
、
出
身
は

長
浜
市
湖
北
町
（
旧
東
浅
井
郡
）
で
す
。
生
ま
れ
た

と
こ
ろ
は
五
十
軒
ほ
ど
の
集
落
で
す
が
、
そ
の
集
落

に
は
お
寺
が
二
つ
、
神
社
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
、
祖
先
を
敬
い
行
事
等
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
当

た
り
前
の
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
滋
賀
を
離
れ

て
初
め
て
「
信
仰
の
厚
い
地
域
」
で
育
っ
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
「
観
音

の
里
・
長
浜
市
」
の
出
身
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
誇

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
お
か
え
り
コ
ン
サ
ー
ト
」の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信

上
野
の
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
は
、
観

音
様
の
展
示
最
終
日
に
、
長
浜
に
帰
ら
れ
る
こ
と
を

記
念
し
て
「
お
か
え
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
長
浜
観
音
堂

で
も
、
こ
の
「
お
か
え
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
引
き

続
き
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
同
士
で
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
に
、

対
面
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
難
し
い
と
判
断
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
で
の
配
信
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

・
一
回
目
：
塚
田
陵
子
さ
ん
の
民
謡
披
露

・
二
回
目
：
林
哲
司
さ
ん
の
鳳
笙
披
露

・
三
回
目
：
清
田
裕
美
子
さ
ん
の
⿓
笛
披
露

・
四
回
目
：
観
音
堂
を
振
り
返
っ
て

心
地
よ
い
歌
声
や
楽
器
の
音
色
を
聞
き
な
が
ら
、

観
音
様
を
見
て
い
る
と
、
東
京
に
い
な
が
ら
、
滋
賀

に
い
る
よ
う
な
感
じ
を
抱
く
不
思
議
な
感
覚
と
共

に
、
観
音
様
の
「
佇
ま
い
」
に
魅
了
さ
れ
る
、
懐
か

し
く
心
温
ま
る
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
今
回
お
役

目
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
滋
賀
・
長
浜
を
懐
か

し
く
振
り
返
り
な
が
ら
、
観
音
様
の
歴
史
背
景
に
触

れ
る
こ
と
で
、興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

滋
賀
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
東
京
に
「
お
で
ま

し
」
い
た
だ
い
た
観
音
様
巡
り
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

り
ま
し
た
。
こ
の
皇
女
は
「
斎
王
」
と
呼
ば
れ
、
日
々
を
送
っ

て
い
た
の
が
、
明
和
町
の
斎
宮
で
す
。
斎
王
が
京
都
か
ら
伊
勢

に
向
か
わ
れ
る
際
、
数
百
名
の
お
供
が
付
き
添
っ
た
「
斎
王
群

行
」
は
五
泊
六
日
の
旅
で
、
近
江
の
国
で
は
三
カ
所
、
伊
勢
の

国
で
は
二
カ
所
に
宿
泊
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
も
歴
史
上
実

在
し
た
初
代
の
斎
王
、
大
来
皇
女
は
大
津
京
で
育
た
れ
た
と
の

事
で
、
不
思
議
な
、
か
つ
強
い
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
人
で
町
を
歩
き
、
土
地
の
声
に
耳
を
傾
け
る
う

ち
、
斎
宮
の
歴
史
、
広
い
空
と
月
、
斎
王
の
十
二
単
の
重
な
り

や
文
様
が
有
機
的
に
つ
な
が
り
、デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

実
は
今
回
の
「
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
だ
け
を
使
う
」
と
い
う
条

件
は
、
通
常
の
庭
作
り
と
は
異
な
る
た
め
大
変
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
し
た
。
そ
の
後
、
実
現
し
た
花
植
え
大
会
で
は
、
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
、
生
ま
れ
て
初
め
て
苗
を

植
え
た
方
や
子
供
達
も
加
わ
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
の
輪
が
、
驚

く
ほ
ど
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
改
め
て
植
物
が
持
つ
魅
力

を
実
感
し
た
貴
重
な
経
験
で
し
た
。（
花
ば
た
け
主
催
：
一
般

社
団
法
人
明
和
観
光
商
社　

見
頃
：
二
〇
二
二
年
五
月
ま
で
）

庭
を
通
し
て
文
化
や
人
が
柔
ら
か
く
つ
な
が
り
、
出
会
い
の

場
と
な
る
「
庭
の
魔
法
」
を
、
皆
様
に
も
ぜ
ひ
体
験
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

近
年
「
観
音
の
里
」
と
称
さ
れ
、
自
然
が

豊
か
で
歴
史
的
に
も
魅
力
的
な
恵
ま
れ
た
地

域
で
あ
る
滋
賀
・
長
浜
に
は
、
全
国
各
地
か

ら
の
多
く
の
訪
問
者
・
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

そ
こ
に
佇
む
仏
像
そ
の
も
の
の
価
値
だ
け

で
は
な
く
、
仏
像
を
守
り
継
承
さ
れ
た
そ
の

地
域
の
風
土
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
仏

像
を
拝
観
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を

守
っ
て
き
た
方
々
の
「
祈
り
が
あ
る
生
活
」

が
「
観
音
の
里
」
と
称
さ
れ
る
理
由
の
一
つ

で
あ
り
、
訪
れ
る
方
の
心
を
捉
え
て
離
さ
な

い
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
長
浜「
観

音
の
里
」
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

東京長浜観音堂 公式YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/channel/UCy3S7H7onWig8nNRKnF5ywA

東京で「観音の里」長浜の
時間を過ごす
～東京長浜観音堂「おかえりコンサート」配信に参加して～

東京滋賀県人会 理事

新 ⽥  崇 信
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● Information/Access
 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、営業時間の変更
が想定されます。
最新の状況はWEBサイトをご確認ください。

　　　　WEB：https://cocoshiga.jp

〒103-0027　東京都中央区日本橋2-7-1
◦東京メトロ・都営地下鉄日本橋駅　
　B6・B8出口からすぐ
◦JR東京駅八重洲北口から徒歩6分

＜リニューアルに関するお問合せ先＞
　ここ滋賀 日本橋オフィス
　TEL：03-6225-2951　
　FAX：03-6225-2950
　Mail：cocoshiga@pref.shiga.lg.jp

　　マーケット ラインナップ充実・販売会開催！
リニューアルに伴い、マーケット商品のラインナップがさ
らに充実！また、話題の品やこだわりの逸品を店頭販売で
皆様にお届けする販売会や、テストマーケティングを拡充
し、作り手の想いに触れられる機会を提供します。

　　マーケットで近江牛の精肉販売を開始！
日本三大和牛の一つに数えられる近江牛。リニューアル
の目玉として冷蔵の精肉販売を開始します。いつでも 
“ここ滋賀”で上質な近江牛をお買い求めいただけます。

観光案内機能が充実！
観光コンシェルジュによる観光案内・相談対応に加え、新
たに“ここ滋賀”店舗での旅行商品の販売を開始します。（限
定日のみ・月4日程度）“ここ滋賀”で旅行商品をお申し込
みいただくと、お得な特典のプレゼントも！

リニューアル　オープン！
2022年4月 　“ここ滋賀” 

●リニューアル内容
1F

1F

　　近江牛の老舗がオープン！
滋賀県の近江牛の老舗「近

おうみ

江牛
うし

 毛
も

利
り

志
し

満
ま

」が、“ここ滋賀”
２階にオープン！自家牧場で手塩にかけて育てた、粉雪の
ような霜降りと極上の肉質の近江牛をお楽しみいただけ 
ます。

2F
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お知らせ
①リニューアルに伴う臨時休館および再開館
リニューアルに伴い、“ここ滋賀”は2022年3月22日（火）より
約１か月間臨時休館となります。再開館は2022年4月29日 

（金・祝）を予定しております。休館中の１か月間はご迷惑を
お掛けしますが、ご了承くださいますようお願いします。

②運営事業者の変更
2022年4月より“ここ滋賀”の運営事業者が変更となります。

（旧）UDS株式会社
（新）代表事業者：アインズ株式会社
　　 グループ構成員：株式会社淡味…【物販担当】
　　　　　　　　　　 近江牛 毛利志満…【飲食担当】

県内商談会・販路開拓支援
“ここ滋賀”で取り扱う商品について、県内各地域での商談
会を開催します。また、都内の小売店への卸など販路開拓
や百貨店等での県産品の出展販売の実施、業界団体・観光
協会等が実施するイベント等を積極的に支援します。皆様
のご自慢の商品・コンテンツの魅力発信のお手伝いをいた
します。

テストマーケティング・対面販売コーナー
リニューアル後の“ここ滋賀”店舗では、首都圏でのPRや
商品改善に向けたマーケットリサーチを支援するため、新
商品・テストマーケティングコーナーの常設や、対面販売
を行えるスペースを優先確保します。首都圏での商品販売
にチャレンジしてみませんか？

リニューアル　オープン！
2022年4月 　“ここ滋賀” 

2017年10月29日に東京・日本橋にオープンした“ここ滋賀”は、
2022年4月29日（予定）にリニューアルオープンします。
新しい“ここ滋賀”は絶賛準備中！ぜひ楽しみにお待ちください！

■“ここ滋賀”のお手伝い
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五
年
間
の
軌
跡

第
十
三
回

　
「
戦
国
大
名
浅
井
三
代
と
三
姉
妹
」

日
時
：
二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
一
日
（
火
）

場
所
：「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
滋
乃
味
」

講
師
：
太
田 

浩
司 

氏
（
長
浜
市 

市
民
協
働
部 

学
芸
専
門
監
）

講
演
要
旨
：

浅あ
ざ

井い

家
は
湖
北
の
武
将
で
、
浅
井
亮
政
・
久
政
・
長
政
の
三

代
が
活
躍
し
、
長
政
の
際
、
織
田
信
長
の
妹
、
市
と
結
婚
し
て

最
大
勢
力
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
四
年
間
に
わ
た
っ
て
信
長
と

戦
い
滅
亡
す
る
。
戦
国
武
将
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
浅
井
長

政
は
、
大
体
十
番
台
の
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。
何
故
、
そ
ん
な

に
人
気
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
市
の
三
人
の
娘
（
茶
々
（
淀
）、

初
（
常
高
院
）、
江
（
崇
源
院
））
が
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
初
期

に
活
躍
し
、
日
本
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
ら
だ
。

戦
国
大
名
浅
井
氏
は
、「
滅
亡
し
て
か
ら
も
繁
栄
し
た
一
族
」

と
言
え
る
。

市
は
、
長
政
が
敗
れ
た
際
、
小
谷
城
か
ら
三
姉
妹
と
と
も

に
脱
出
し
た
。
そ
れ
を
匿
っ
た
の
が
、
浅
井
郡
平
塚
村
（
長

浜
市
平
塚
町
）
の
実じ
っ
さ
い
い
ん
し
ょ
う
あ
ん
け
ん
き
ゅ
う
に

宰
院
昌
安
見
久
尼
。
見
久
尼
は
身
の
丈

五
尺
八
寸
（
一
七
五

cm
）、
目
方
二
十
八

貫
（
一
〇
五
kg
）
の

巨
体
で
、
大
き
な
身

体
を
覆
う
着
物
で
三

姉
妹
を
隠
し
た
像

も
、
浅
井
歴
史
民
俗

資
料
館
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
講
演
で
は
、美
人
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
市
の
画
像
や
、

見
久
尼
の
木
像
な
ど
、数
多
く
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

市
は
、
そ
の
後
、
柴
田
勝
家
と
再
婚
す
る
が
、
勝
家
が
賤
ケ
岳

の
合
戦
で
敗
れ
、
勝
家
と
共
に
自
刃
し
た
。
市
は
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
で
も
美
人
女
優
が
演
ず
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

長
政
役
も
イ
ケ
メ
ン
が
登
場
す
る
が
、
実
際
の
長
政
は
画
像
に

よ
る
と
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
型
の
小
太
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。

三
姉
妹
の
長
女
茶
々
（
淀
）
は
、豊
臣
秀
吉
の
側
室
と
な
り
、

秀
頼
を
生
む
。
醍
醐
の
花
見
で
は
、
正
室
の
北
政
所
の
次
の
盃

順
と
い
う
高
い
位
置
。
大
坂
夏
の
陣
で
秀
頼
と
共
に
自
害
。

次
女
の
初
（
常
高
院
）
は
、
北
近
江
守
護
家
の
流
れ
を
汲
む

京
極
高
次
の
妻
と
な
る
。
高
次
は
、近
江
国
高
島
郡
大
溝
城
主
、

近
江
八
幡
城
主
、
大
津
城
主
を
経
て
、
関
ヶ
原
合
戦
後
は
、
若

狭
国
小
浜
城
主
と
な
っ
た
。

三
女
江
（
崇
源
院
）
は
、大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
に
も
な
っ
た
。

二
度
の
結
婚
の
後
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
妻
と
な
り
、
二
男

五
女
を
生
む
。
長
男
竹
千
代
は
、
三
代
将
軍
家
光
。
徳
川
の
歴

代
将
軍
の
う
ち
、正
室
の
子
供
の
将
軍
就
任
は
こ
の
家
光
の
み
。

他
は
、
す
べ
て
側
室
の
子
供
。
ま
た
、
五
女
の
う
ち
長
女
千
姫

塚
本
東
京
滋
賀
県
人
会
副
会
長
を
塾
頭
に
、
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
知

識
の
向
上
の
支
援
を
目
的
と
し
て
各
界
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
開
催
し
て
い
る
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
は
、

二
〇
一
六
年
秋
の
第
一
回
開
催
か
ら
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
、
二
〇
二
一
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
影
響
も
あ
り
数
度
の
延
期
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
等
の
波
乱
も
あ
り
ま

し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
十
月
開
催
の
第
十
一
回
か
ら
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
無
料
参
加
の
活
用

な
ど
の
感
染
症
対
策
に
も
取
り
組
み
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
ま
す
ま
す
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
ス
タ
ー
ト
五
周
年
を
記
念
し
、
第
十
三
回
講
演
の
要
旨
を
全
文
掲
載
す
る

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
十
二
回
の
講
演
に
つ
い
て
も
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
以
下
、
肩
書
は
当
時
の
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
各
回
の
講
演
要
旨
は
県
人
会
Ｈ
Ｐ
「
い
ま
滋
賀
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第13回講演チラシ

第13回講演 集合写真

第13回講演講師　太田氏
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第
十
二
回

　
「
好
き
な
こ
と
を
し
て
人
生
を
生
き
る
」

日
時
：
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
九
日
（
金
）

場
所
：「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
滋
乃
味
」

講
師
：
種
村 

重
和 

氏
（
江
州
技
研
（
株
）
代
表
取
締
役
）

中
東
な
ど
海
外
で

の
ご
活
躍
や
今
の
お

仕
事
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
い
き
さ

つ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
へ
移
住
さ
れ
た

話
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
ご
経
験
な
ど

初
（
常
高
院
）、
江
（
崇
源
院
））
が
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
初
期

に
活
躍
し
、
日
本
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
ら
だ
。

戦
国
大
名
浅
井
氏
は
、「
滅
亡
し
て
か
ら
も
繁
栄
し
た
一
族
」

と
言
え
る
。

市
は
、
長
政
が
敗
れ
た
際
、
小
谷
城
か
ら
三
姉
妹
と
と
も

に
脱
出
し
た
。
そ
れ
を
匿
っ
た
の
が
、
浅
井
郡
平
塚
村
（
長

浜
市
平
塚
町
）
の
実じ
っ
さ
い
い
ん
し
ょ
う
あ
ん
け
ん
き
ゅ
う
に

宰
院
昌
安
見
久
尼
。
見
久
尼
は
身
の
丈

五
尺
八
寸
（
一
七
五

cm
）、
目
方
二
十
八

貫
（
一
〇
五
kg
）
の

巨
体
で
、
大
き
な
身

体
を
覆
う
着
物
で
三

姉
妹
を
隠
し
た
像

も
、
浅
井
歴
史
民
俗

は
豊
臣
秀
頼
の
妻
。
五
女
和ま

さ

子こ

は
、
明

め
い
し
ょ
う正

天
皇
（
奈
良
時
代
以

来
の
女
帝
で
あ
っ
た
）
を
生
み
、
天
皇
家
に
も
浅
井
家
の
血
筋

を
残
し
た
。

滋
賀
県
に
は
約
千
三
百
の
城
が
あ
る
。
長
浜
市
や
近
郊
に
も

小
谷
城
を
は
じ
め
数
多
く
の
堀
や
土
塁
が
見
ら
れ
る
城
が
残
っ

て
い
る
。
東
京
に
も
、
芝
増
上
寺
に
は
徳
川
歴
代
将
軍
の
墓
所

が
あ
る
。
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。（

文
責　

塚
本　

弘
）

（
第
十
三
回
の
配
布
資
料
は
、
県
人
会
Ｈ
Ｐ
「
い
ま
滋
賀
」

の
報
告
記
事
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

第
十
一
回

　
「
大
塚
国
際
美
術
館
の
魅
力
と
焼
き
物
の
可
能
性
」

日
時
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
六
日
（
火
）

場
所
：「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
滋
乃
味
」

講
師
：
大
杉 

栄
嗣 

氏
（
大
塚
オ
ー
ミ
陶
業（
株
）
代
表
取
締
役
）

焼
き
物
に
よ
る
文
化
財
な
ど
の
複
製
制
作
に
も
長
年
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
経
験
に
基
づ
く
お
話
や
、
大
塚
国
際
美
術
館
所
蔵

の
陶
板
画
（
世
界
の
名
画
）
の
開
設
な
ど

第12回講演の様子

第11回講演講師　大杉氏

第10回講演講師　武貞氏（中央）

第11回から導入
された、Zoomに
よるオンライン
参加システム

第
十
回

　
「
朝
鮮
半
島
情
勢
を
読
む
」

日
時
：
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

場
所
：「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
滋
乃
味
」

講
師
：
武
貞 

秀
士 

氏
（
拓
殖
大
学
大
学
院　

特
任
教
授
）

昨
今
ま
す
ま
す
緊
迫
の
度
合
い
を
高
め
る
朝
鮮
半
島
情
勢
に

つ
い
て
の
分
析

第9回講演講師　谷畑氏（左から3人目）

第
九
回

　

 「
囚
わ
れ
に
因
っ
て
困
る
こ
と
の
な
い

　
　
　
自
由
な
発
想
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」

日
時
：
二
〇
一
九
年
八
月
二
十
二
日
（
木
）

場
所
：「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
滋
乃
味
」

講
師
：
谷
畑 

英
吾 

氏
（
湖
南
市
長
）

滋
賀
県
庁
、
湖
南
市
と
長
年
地
方
自
治
の
最
前
線
で
活
躍
し

て
こ
ら
れ
た
谷
畑
市
長
か
ら
、
持
論
や
戦
略
に
つ
い
て
市
政
を

縦
横
に
語
っ
て
い
た
だ
く
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第
八
回

　
「
我
が
映
画
人
生
」

日
時
：
二
〇
一
九
年
六
月
四
日
（
火
）

場
所
：「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
滋
乃
味
」

講
師
：
崔 

洋
一 
氏
（
映
画
監
督
）

約
五
十
年
間
「
映
画
界
」
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て
来

ら
れ
た
崔
監
督
の
、
ご
自
身
の
映
画
に
纏
わ
る
興
味
深
い
お
話

第
四
回

　
「
伊
藤
忠
商
事
の
歴
史
と
現
状
、そ
し
て
新
た
な
挑
戦
」

日
時
：
二
〇
一
七
年
九
月
二
十
二
日
（
金
）

場
所
：
港
区
北
青
山
二

－

五

－

一　

伊
藤
忠
本
社

講
師
：
小
林 

洋
一 

氏
（
伊
藤
忠
商
事
（
株
）
副
会
長
）

伊
藤
忠
商
事
の
企
業
理
念
、
歴
史
・
沿
革
、
総
合
商
社
の
役

割
と
機
能
の
変
遷
な
ど

第
七
回

　
「
地
球
温
暖
化
問
題
」

日
時
：
二
〇
一
九
年
四
月
十
二
日
（
金
）

場
所
：「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
滋
乃
味
」

講
師
：
有
馬 

純 

氏
（
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
）

現
在
の
我
が
国
が
直
面
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境

問
題
を
、
第
一
人
者
の
観
点
か
ら
、
分
か
り
易
く
解
説

第
六
回

　
「
地
形
で
解
く
日
本
史
の
謎
―
情
報
発
信
の
滋
賀
―
」

日
時
：
二
〇
一
八
年
五
月
十
日
（
木
）

場
所
：
港
区
新
橋
二

－

一
六

－

一　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ

講
師
：
竹
村 

公
太
郎 

氏
（
元
国
土
交
通
省
河
川
局
長
）

今
ま
で
の
日
本
史
の
定
説
と
さ
れ
る
見
方
を
覆
す
よ
う
な
斬

新
な
解
釈

第
三
回

　
「
日
本
最
古
の
茶
所　
近
江
」

日
時
：
二
〇
一
七
年
五
月
十
五
日
（
月
）

場
所
：
中
央
区
銀
座
二

－

二

－

一
四　

　
　
　

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
ア
リ
ス
銀
座
店

講
師
： 

岩
永 

峯
一 

氏
（
滋
賀
県
茶
業
会
議
所
会
頭　

元
農

林
水
産
大
臣
）

第
五
回

　
「
日
本
の
お
金
の
流
れ
を
考
え
る
」

日
時
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
（
火
）

場
所
：
港
区
新
橋
二

－

一
六

－

一　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ

講
師
： 

田
中 

正
明 

氏
（
Ｐ
ｗ
Ｃ
（
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ

ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
）International Senior Global 

A
dvisor

）

現
在
の
国
内
外
の
金
融
の
世
界
に
お
け
る
ア
ッ
プ
ツ
ー
デ
ー

第8回講演講師　崔氏

第3回講演講師　岩永氏

第6回講演　集合写真

第5回講演講師　田中氏

第7回講演講師　有馬氏

ト
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
多
岐
に
わ
た
る
お
話
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第
一
回

　
「
世
界
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
」

日
時
：
二
〇
一
六
年
十
一
月
十
七
日
（
木
）

場
所
：
千
代
田
区
平
河
町
二

－

六

－

三　

　
　
　

都
道
府
県
会
館
四
階 

四
〇
九
号
室

講
師
： 

塚
本 

弘 

氏
（
当
会
副
会
長
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

顧
問
、
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
塾
頭
）

　
　
　

 

谷
澤
由
起
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
日
欧
産
業
協
力
セ
ン

タ
ー
）

今
後
の
世
界
情
勢
の
展
望
、
世
界
の
中
で
の
モ
ノ
作
り
・
販

売
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
商
い
道
に
つ
い
て
な
ど

第
二
回

　
「
滋
賀
生
ま
れ
、
世
界
育
ち
の
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
」

日
時
：
二
〇
一
七
年
二
月
十
七
日
（
金
）

場
所
：
港
区
新
橋
二

－

一
四

－

四　

　
　
　

新
橋
レ
ン
ガ
通
り
ホ
ー
ル

講
師
： 

小
林 

徹 

氏
（
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
（
株
）
代

表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
（
株
）
の
会
社
概
要
、
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
に
特
化
し
た
事
業
の
広
が
り
に
つ
い
て
、
オ
プ
テ
ッ
ク

ス
の
企
業
理
念
、
滋
賀
県
へ
の
貢
献
な
ど

第2回講演の様子第1回講演の様子

県
人
会
で
は
、
今
後
も
各
界
の
多
彩
な
見
識
を
お
持
ち
の
方
々
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
県
人
会
Ｈ
Ｐ
「
い
ま
滋
賀
」、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
等
で

告
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
第
十
四
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
状
況
を
見
定
め
つ
つ
、
四
月
以
降
に
開
催
予
定
で
す
）

近
江
の
茶
の
歴
史
、
滋
賀
県
茶
業
会
議
所
の
取
り
組
み
、
美

味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
な
ど

近江神宮
滋賀県大津市神宮町1-1
京阪石山坂本線近江神宮前駅下車10分
ＪＲ湖西線大津京駅下車20分
☎077-522-3725
E-mail oumi@oumijingu.org

近江神宮時計館宝物館
天智天皇が時刻制度を創始されたことから時計館宝物館を開設。
本年は寅年に因んで八尾翠石の虎の絵の衝立を展示しています。

開館 9:30～4:30（祝休日以外の月曜休館）
入館料 大人300円 小中学生150円

古都大津京鎮座 湖国総鎮守

第38代天智天皇（天命開別大神）をまつる近江神宮は、滋賀
県民の皆様の御奉賛により昭和15年に御鎮座。本年82年とな
ります。
近江神宮は天智天皇の古都、近江大津宮（大津京）跡に鎮座
し、社殿は近江造り・昭和造りといわれ、昭和の神社建築の
代表として登録文化財となっています。

開運・みちびきの神、産業文化学問の神として崇敬が深く、
また漏刻（水時計）・百人一首かるた・流鏑馬で知られ、特
に最近は競技かるたをテーマとした漫画・映画「ちはやふ
る」でよく知られるようになりました。

近江勧学館（一般財団法人天智聖徳文教財団）
近江神宮境内に設けられた青少年研修宿泊
施設。各種会合・宿泊にご利用いただけます。

☎077-524-3905 E-mail tendizaidan@r6.dion.ne.jp

近江神宮
滋賀県大津市神宮町1-1
京阪石山坂本線近江神宮前駅下車10分
ＪＲ湖西線大津京駅下車20分
☎077-522-3725
E-mail oumi@oumijingu.org

近江神宮時計館宝物館
天智天皇が時刻制度を創始されたことから時計館宝物館を開設。
本年は寅年に因んで八尾翠石の虎の絵の衝立を展示しています。

開館 9:30～4:30（祝休日以外の月曜休館）
入館料 大人300円 小中学生150円

古都大津京鎮座 湖国総鎮守

第38代天智天皇（天命開別大神）をまつる近江神宮は、滋賀
県民の皆様の御奉賛により昭和15年に御鎮座。本年82年とな
ります。
近江神宮は天智天皇の古都、近江大津宮（大津京）跡に鎮座
し、社殿は近江造り・昭和造りといわれ、昭和の神社建築の
代表として登録文化財となっています。

開運・みちびきの神、産業文化学問の神として崇敬が深く、
また漏刻（水時計）・百人一首かるた・流鏑馬で知られ、特
に最近は競技かるたをテーマとした漫画・映画「ちはやふ
る」でよく知られるようになりました。

近江勧学館（一般財団法人天智聖徳文教財団）
近江神宮境内に設けられた青少年研修宿泊
施設。各種会合・宿泊にご利用いただけます。

☎077-524-3905 E-mail tendizaidan@r6.dion.ne.jp

第38代天智天皇（天命開別大神）をまつる近江神宮は、滋賀
県民の皆様の御奉賛により昭和15年に御鎮座。本年82年とな
ります。
近江神宮は天智天皇の古都、近江大津宮（大津京）跡に鎮座
し、社殿は近江造り・昭和造りといわれ、昭和の神社建築の
代表として登録文化財となっています。
開運・みちびきの神、産業文化学問の神として崇敬が深く、
また漏刻（水時計）・百人一首かるた・流鏑馬で知られ、特
に最近は競技かるたをテーマとした漫画・映画「ちはやふる」
でよく知られるようになりました。



●東京滋賀県人会HP「いま滋賀」
https://imashiga.jp/
県人会のイベント情報や滋賀の文化・風物
の連載、各市町のふるさと納税情報などが
盛り沢山！会員の皆様からの寄稿も大募集
しています！

●東京滋賀県人会Facebook
https://www.facebook.com/東京滋賀県人会
1013229665488825/

「ここ滋賀」や歌舞伎座で開催する
イベントの最新情報などはこちら！

●YouTube 東京滋賀県人会チャンネル
https://www.youtube.com/channel/
UCpiN-9K5TmCqdO7wyEW5Kgw
県人会のイベントのほか、ふるさと滋賀の
風景・バーチャル寺社参拝など、県人会な
らではの動画コンテンツも充実！

●HP・会報誌への投稿募集
東京滋賀県人会では、会員の皆様からの近況報告、趣味、
旅行、日本社会や世界への提言、随想など、バラエティー

豊かな投稿記事を募集しています。投稿いただいた記事は
東京県人会のHP「いま滋賀」に掲載し、中から選りすぐっ
たものを会報誌にも掲載いたします。皆様のご投稿をお待
ちしております。

（HPに掲載された方には、東京滋賀県人会オリジナルQUO
カード1000円分を進呈いたします）

投稿先は：〒103-0004　東京都中央区東日本橋3-6-20　
グランスイート東日本橋スクウェア205号室

　　　　　東京滋賀県人会事務局　会報誌担当
　　　　　Mail：tokyo@shigakenjinkai.jp

●編集後記
　国際的な様々な緊張関係の下、またゼロ・コロナ方針の強力
な水際対策と国内防疫措置が講じられた中ではありましたが、
北京冬季オリンピック・パラリンピックが開催されました。い
くつかの悲喜交々のシーンは見られましたが、その中でも比較
的若い選手たちによる歴史の浅い「横乗り系スポーツ」が大き
な話題になりました。　
　国内のコロナ感染も、オミクロン株の感染力の強さから今冬
の第六波は社会や経済情勢に深い影響を負わせています。
　今回は、前回に引き続き第二弾となる会長滋賀訪問のほ
か、新田理事、浜本理事の活動報告、そして5周年を迎えた
AKINDO塾のここまでの総まとめなど、県人会活動の「いま」
を多くお知らせできたと思います。
　一日も早く、多くの会員の皆様と直にお会いできる日が再び
訪れることを祈念しつつ、この会報でしばしふる里を思い起こ
していただければ幸いです。

事務局より
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※注目商品としてテレビ他でも紹介されました。
TBS「まるっとサタデー」／フジテレビ「めざましテレビ」 ／琵琶湖放送「滋賀経済now」  その他雑誌メディア、WEBメディア多数

ご購入は ちりりオンラインショップ

《近江牛が描く芸術。》
大切な人との時間を、もっと特別にしてもらいたい。
そんな想いから生れたのが 『Art Beef Gallery』 です。
日本の伝統的な芸術作品を、美しい近江牛で描きました。
日本三大和牛のひとつ近江牛、そのA5ランクのみを使用しています。
脂身と赤身の調和がとれた、見て美しく、食べて美味しい芸術作品を
ご堪能ください。

ONLINE SHOP

本店　〒523-0891滋賀県近江八幡市鷹飼町560-1
TEL : 0748-33-5555

【本店の他、滋賀県、京都府、東京都に６店】

京都つゆしゃぶCHIRIRI 銀座京橋店
東京都中央区京橋2丁目7番19号
京橋イーストビルB1F
tel : 03-5250-1551 fax : 03-5250-1550

京都丸太町つゆしゃぶCHIRIRI 六本木店
東京都港区六本木 3丁目1番25号 
六本木グランドプラザ2F
tel : 03-6435-5857

日本料理を

“未来のために変業する”
という挑戦。

日本料理を

“未来のために変業する”
という挑戦。

価格は15,000円（税込み）で、
近江牛A5ランクサーロイン使用。

近
江
の
こ
だ
わ
り
栽
培
『
榮
米
』

『滋賀羽二重100％使用のおもちも承っております！』
※この広告をご覧になり、ご注文いただいた方には粗品を贈呈いたします。

榮農場 滋 賀 県 栗 東 市 蜂 屋 720-2
T E L  0 7 7 - 5 5 2 - 0 3 5 3  h t t p : / / s a k a e f a r m . j p /

〈榮米おかき 〉
焼塩マヨネーズ味　
　100ｇ入り 350円（税別）
青のり七味味　
　100ｇ入り 350円（税別）

『
の
ぞ
ま
れ
る
も
の
を

　
　
　
　 

の
ぞ
む
か
た
に
…
』
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思いやりの気持ちを大切にして、「ありがとう」や「おだいじに」
といった言葉をかけ合い、コロナ禍の困難を乗り越えていきましょう。
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日本橋店

お問合せは
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装飾金物の伝統技術を
次世代へ・・・

装飾金物の伝統技術を

The  Okura  Tokyo
エントランス廻り装飾金属

損保ジャパン日本興和新美術館
ステンレス外装パネル

渋谷スクランブルスクエア
屋上展望デッキ廻り

住友不動産セントラルパークタワー

次世代へ・・・
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MAKING

ゴム・樹脂・ベルト・ホース製品

専門商社

環境対策製品・省エネ製品・エンジニアリング・各種工事

滋賀支店
〒 5 2 0 - 3 0 4 6 栗東市大橋 5丁目 1 0 - 2 8
TEL（077）552-0233 FAX（077）553-1562

TRUST

亀喜工業株式会社

東京支店
〒135-0023 東京都江東区平野3丁目3番13号
TEL（03）5646-6550 FAX（03）5646-6555

神戸本社・姫路・伊丹・広島・福知山

名古屋 ・横浜 ・宇都宮 ・大阪 ・堺
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湖南地域

栗東市上鈎・下鈎・手原・蜂屋地区事業用地
⑤所在地 :栗東市上鈎・下鈎・手原・蜂屋
用地面積：0.36ha〔2区画〕

湖東地域

蚊野外用地
⑫所在地：愛荘町蚊野外地先
用地面積：5.2ha

湖北地域湖西地域

マキノ町西浜用地
①所在地：高島市マキノ町西浜地先
開発可能面積：8ha(農地)

安曇川町南船木用地
②所在地：高島市安曇川町南船木地先
開発可能面積：2.6ha(農地)

滋賀県の産業用地、その他企業立地に関するお問い合わせは

滋賀県企業立地推進室 まで
ＴＥＬ ０７７（５２８）３７９２ ／ＦＡＸ ０７７（５２８）４８７６
E-mail fd00050@pref.shiga.lg.jp

検 索滋賀 企業立地

④

⑫

⑨

①

②

⑪

⑥

滋賀県内の主な事業用地（ご紹介可能用地及び計画中の用地）

⑦

米原工業団地
⑦所在地 ：米原市三吉地先他
開発可能面積：2.5ha（農地）

柏原東部工業団地
⑧所在地 ：米原市柏原地先
開発可能面積：7.3ha(農地）

横江地区
④所在地 ：守山市横江町地先
開発可能面積：約10.9ha(農地)

原町用地
⑨所在地：彦根市 原町
用地面積：2.8ha

高宮町用地
➉所在地：彦根市高宮町地先
用地面積：2.8ha[3区画]

⑩

⑤

相撲町用地
⑥所在地 ：長浜市相撲町地先
用地面積：2.0ha

⑧

大津市栗林町用地
③所在地 ：大津市栗林町地先
用地面積：1.0ha［1区画］

大津地域

③

甲良町池寺
⑪所在地：甲良町池寺地先
開発可能面積：29ha（山林）

2022年1月1日現在



歌舞伎座の地下
こ びき ちょう

お 土 産 処 　 お 食 事 処 　 お 弁 当 処 を 常 設 し
各 種 屋 台 が 約 20 台 出 店

ウ キ ウ キ ワ ク ワ ク の 楽 し い 広 場 で す ！

歌舞伎座サービス株式会社
東 京 メ ト ロ 日 比 谷 線 ・ 都 営 浅 草 線 「 東 銀 座 」 駅 直 結

東京都中央区銀座 4-12-15　TEL 03-3545-6554
営業時間　10：00～18：00
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